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『
定
家
卿
筆
道
』
の
著
述
内
容
と
そ
の
意
義

総
合
研
究
大
学
院
大
学
　
文
化
科
学
研
究
科
　
日
本
文
学
研
究
専
攻　

福
原
　
真
子

「
定
家
様
」
と
称
さ
れ
る
藤
原 

定
家
（
一
一
六
二
―
一
二
四
一
）
に
よ
る
印
象
的
で
個
性
的
な
文
字
造
形 

は
、
中
世
期
に
お
い
て
は
定
家
の
子
孫
や
一
部
の
門
弟
達
に
よ
っ
て

継
承
さ
れ
て
い
た
が
、
桃
山
時
代
か
ら
江
戸
時
代
に
か
け
て
、
そ
の
枠
組
み
を
こ
え
て
広
く
享
受
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
。
こ
の
「
定
家
様
」
を
記
す
た
め
の
書
法
に
つ
い
て
記

さ
れ
た
唯
一
の
古
典
籍
が
、『
定
家
卿
筆
道
』『
定
家
卿
筆
諫
口
訣
』
な
ど
と
称
さ
れ
る
一
連
の
写
本
で
あ
る
。
江
戸
時
代
に
写
本
が
繰
り
返
し
行
わ
れ
て
お
り
、
近
世
期
に
お

け
る
「
定
家
様
」
受
容
の
歴
史
と
そ
の
広
が
り
に
関
す
る
希
少
な
資
料
で
あ
る
と
言
え
る
。

し
か
し
、
定
家
に
仮
託
し
た
偽
書
で
あ
る
と
い
う
認
識
に
よ
り
、
詳
細
な
検
討
は
行
わ
れ
て
こ
な
か
っ
た
。
本
文
内
容
に
つ
い
て
も
、
全
体
を
見
わ
た
し
た
上
で
の
判
断
と

は
言
い
難
く
、
本
書
に
対
す
る
評
価
に
は
再
考
の
余
地
が
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

そ
こ
で
、
現
存
諸
本
の
調
査
結
果
を
示
し
、
そ
の
本
文
異
同
を
確
認
し
た 

上
で
、
東
京
国
立
博
物
館
蔵
本
を
底
本
と
し
た
翻
刻
を
行
い
、
釈
文
と
現
代
語
訳
を
示
す
。
次
い
で
、

従
来
ま
っ
た
く
検
討
さ
れ
る
こ
と
の
な
か
っ
た
原
本
に
付
さ
れ
て
い
る
挿
図
も
含
め
た
内
容
の
明
確
化
を
試
み
る
。
図
が
併
記
さ
れ
た
項
目
に
つ
い
て
は
翻
刻
に
添 

え
た
。
さ

ら
に
、
国
文
学
研
究
資
料
館
蔵
本
『
定
家
卿
筆
諫
口
訣
』
二
冊
の
挿
図
を
全
て
記
載
し
考
察
に
含
め
る
こ
と
で
、
現
時
点
に
お
け
る
他
本
の
記
載
挿
図
も
網
羅
し
た
。

考
察
に
あ
た
っ
て
は
、
定
家
自
筆
資
料
に
加
え
、
そ
の
書
法
を
受
容
し
た
中
世
末
期
か
ら
近
世
初
期
の
冷
泉
家
当
主
に
よ
る
自
筆
資
料
と
、
本
書
成
立
に
深
い
関
係
が
考
え

ら
れ
る
小
堀
遠
州
（
一
五
七
九
―
一
六
四
七
）
に
よ
る
自
筆
資
料
を
あ
わ
せ
て
参
照
し
た
。

本
文
内
容
は
、
筆
法
を
記
し
た
計
一
一
項
目
か
ら
成
り
、
大
き
く
三
つ
に
分
け
ら
れ
る
。
一
―
三
項
目
は
筆
の
使
い
方
、
四
―
九
項
目
は
点
画
の
書
き
方
、
一
〇
・
一
一
項
目

は
文
字
構
成
の
仕
方
と
な
る
。
尚
、
一
〇
・
一
一
項
目
は
、
後
代
に
加
筆
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
、
東
京
国
立
博
物
館
蔵
本
に
は
記
載
が
な
い
。
よ
っ
て
二
項
目
が
付

加
さ
れ
る
伝
本
の
う
ち
、
伝
領
経
緯
が
明
白
で
あ
り
、
良
質
な
本
文
と
認
め
ら
れ
る
国
文
学
研
究
資
料
館
蔵
本
を
底
本
と
し
た
。

こ
れ
ら
の
手
順
を
踏
ん
で
、
各
項
目
の
記
載
内
容
に
つ
い
て
考
察
を
試
み
た
結
果
、『
定
家
卿
筆
道
』
の
著
述
内
容
は
、
具
体
的
な
書
法
が
示
さ
れ
て
お
り
、
か
つ
「
定
家
様
」

と
称
さ
れ
た
文
字
の
特
徴
を
表
現
す
る
た
め
の
一
定
の
有
効
性
を
持
つ
と
考
え
ら
れ
る
。
ゆ
え
に
近
世
期
の
人
々
が
定
家
様
の
書
法
を
ど
の
よ
う
に
捉
え
て
い
た
か
を
知
る
貴

重
な
資
料
で
あ
る
と
判
断
さ
れ
る
。

キ
ー
ワ
ー
ド
：
定
家
様　

藤
原
定
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定
家
卿
筆
道　

定
家
卿
筆
諫
口
訣　

入
木
道
書　

書
道　

茶
道　

小
堀
遠
州　

冷
泉
家

要
　
　
旨
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Content and Signifi cance of the Teikakyo-hitsudo
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Summary

The impressive and unique character style of  Fujiwara Teika (1162–1241), known as   Teika-style, was taken 

up by his descendants and some of his students during the medieval period. The style was more widely enjoyed 

beyond this framework in the Momoyama and Edo periods. The only classical manuscripts that describe the 

calligraphy used to write Teika-style are a series of manuscripts called  Teikakyo-hitsudo and  Teikakyo-

hikkankuketsu. These manuscripts were repeatedly copied during the Edo period, and they may be considered 

rare documents that indicate the history of acceptance and spread of the Teika-style in the early modern period.

However, the manuscripts were recognized as forgeries masquerading as Teika documents, and a close 

examination has not been conducted. It is hard to say that the assessment of the content of the text is based on 

a comprehensive review of the manuscripts, and there is room for reconsideration concerning the evaluation of 

the manuscripts.

A survey of existing manuscripts was conducted to confi rm the differences in the text among them, a 

translation of the source text from the Tokyo National Museum collection was created, and the commentary 

and its translation into modern Japanese were also provided. The authors further clarifi ed the content of the 

manuscripts, showing the illustrations attached to the original text, which have not been examined in the past. 

Items with illustrations are attached to the reprints. Furthermore, all of the illustrations contained in the two 

volumes of the Teikakyo-hikkankuketsu in the collection of the National Institute of Japanese Literature, which 

were reviewed by the authors, are also included, which resulted in covering the illustrations in other books 

that are available at present.

In addition to Teika’s own handwritings, the authors also referred to the handwritings of the heads of the 

 Reizei family in the late medieval to early modern periods, who accepted Teika calligraphy, and to the Kobori 

ENSHU (1579–1647)’s own handwritings, who is considered to have been closely involved in the formation of 

this book.

The text consists of 11 items describing brush strokes, divided into three main categories: items 1–3 

describe how to use a brush; items 4–9 describe how to write strokes; and items 10 and 11 describe how to 

assemble characters. Items 10 and 11 are thought to have been added in later periods and are not included in 

the Tokyo National Museum collection. Therefore, among the manuscripts to which the two items were added, 

the one owned by the National Institute of Japanese Literature, which has a clear transmission history and is 

recognized as a high-quality text, was used as the source material.

As a result of our examination of the content of each item in the Teikakyo-hitsudo, which is believed to show 

how to write specifi cs, we conclude that there is a certain validity in expressing the characteristics of the 

characters called Teika-style. Therefore, it is deemed to be a valuable source for understanding how people in 

the early modern period perceived the calligraphy of “Teika-style”.

Key words: Teika-style, Teika FUJIWARA, Teikakyo-hitsudo, Teikakyo-hikkankuketsu, books about calligraphy 

secrets, calligraphy, tea ceremony, Enshu KOBORI,  Reizei family
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は
じ
め
に

『
定
家
卿
筆
道
』『
定
家
卿
筆
諫
口
訣
』
な
ど
と
称
さ
れ
る
一
連
の
写
本
（
以
下
こ

の
書
物
の
総
称
と
し
て
は
『
定
家
卿
筆
道
』
と
称
す
）
は
、
藤
原
定
家
（
一
一
六
二

―
一
二
四
一
）
の
特
徴
的
な
筆
跡
「
定
家
様
」
の
書
法
に
つ
い
て
記
す
貴
重
な
資
料

で
あ
る
。
現
時
点
の
調
査
で
は
、
以
下
一
五
点
の
伝
本
が
確
認
さ
れ
る
。

Ⅰ
① 

東
京
国
立
博
物
館
蔵
『
定
家
卿
筆
道
之
写
』（
Ｂ
―
１
２
６
３
）
折
本
一
帖

 

② 

益
田
孝
蔵
『
宗
甫
公
筆
道
之
一
軸
』
巻
子
本
一
巻

 

③
小
松
茂
美
蔵
『
定
家
卿
筆
道
』
巻
子
本
一
巻

 

④ 

個
人
蔵
『
宗
甫
公
筆
道
之
一 

軸
』
巻
子
本
一
巻

 

⑤ 

宮
内
庁
書
陵
部
蔵
『
定
家
卿
筆
道
』（
４
５
８
・
１
）
袋
綴
一
冊

 

⑥ 

東
京
大
学
史
料
編
纂
所
蔵
『
定
家
卿
書
法
』（
溝
口
家
史
料
１
６
）
袋
綴
一
冊

Ⅱ
⑦ 

京
都
府
歴
彩
館
蔵
『
定
家
卿
筆
諫
口
訣
』（
特
８
３
２　

２
）
袋
綴
一
冊

 

⑧ 

国
文
学
研
究
資
料
館
蔵
『
定
家
卿
筆
諫
口
訣
』（
１
５
―
７
７
３
―
１
）
袋

綴
一
冊

 

⑨ 

慶
應
義
塾
大
学
蔵
『
定
家
卿
筆
諫
口
訣
』（
入
２
５　

４
６
０
）
袋
綴
一
冊

 

⑩ 

国
文
学
研
究
資
料
館
蔵
『
定
家
卿
筆
諫
口
訣
』（
１
５
―
７
７
３
―
２
）
袋

綴
一
冊

 

⑪ 

宮
内
庁
書
陵
部
蔵
『
定
家
卿
筆
諫
口
訣
』（
４
５
３
・
２
）
袋
綴
一
冊

 

⑫ 

ノ
ー
ト
ル
ダ
ム
清
心
女
子
大
学
蔵
『 

定
家
卿
筆
道
口
訣
』（
黒
１
Ｆ
５
）
袋

綴
一
冊

Ⅲ
⑬ 

名
古
屋
市
蓬
左
文
庫
蔵
『
筆
道
之
書
』（
１
６
２
―
１
３
）
巻
子
本
一
巻

 

⑭ 

名
古
屋
市
蓬
左
文
庫
蔵
『
定
家
卿
筆
道
』（
１
４
１
―
４
６
）
袋
綴
一
冊

 

⑮ 

個
人
蔵
『
松
花
堂
秘
傳
』
巻
子
本
一
巻

本
文
の
異
同
や
構
成
面
に
お
け
る
差
異
に
よ
っ
て
、
①
―
⑥
、
⑦
―
⑫
、
⑬
―
⑮

の
三
系
統
に
分
け
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
れ
ら
諸 

本
の
系
統
分
類
や
伝
播
の
実
態
に

関
し
て
は
、
前
稿
（
拙
稿
「『
定
家
卿
筆
道
』
伝
本
考　

付
校
本
」（『
総
研
大
文
化

科
学
研
究　

第
一
九
号
』
総
合
研
究
大
学
院
大
学
、
二
〇
二
三
年
三
月
）
参
照
）
で

述
べ
た
。
こ
れ
ら
の
内
、
Ⅱ
・
Ⅲ
系
統
は
Ⅰ
系
統
に
注
記
を
付
加
し
て
成
っ
た
後
発

の
伝
本
と
考
え
ら
れ
る
。
原
態
に
近
い
と
考
え
ら
れ
る
Ⅰ
①
―
④
は
ほ
ぼ
同
文
で
折

本
や
巻
子
本
に
書
写
さ
れ
て
お
り
、
⑤
⑥
は
冊
子
本
で
後
代
の
転
写
で
あ
る
。
①
―

④
の
内
、
書
写
年
代
か
ら
も
①
が
最
善
本
と
考
え
ら
れ
る
。

①
東
京
国
立
博
物
館
蔵
本
・
小
堀
遠
州
筆
『
定
家
卿
筆
道
』（
以
下
、
東
博
本
と

称
す
）
は
、「
定
家
様
」
を
大
き
く
取
り
上
げ
た
展
覧
会
で
あ
る
五
島
美
術
館
「
特

別
展
「
定
家
様
」」
に
展
示
さ
れ
、
以
下
の
よ
う
に
紹
介
さ
れ
て
い
る
（
１
）。

は
じ
め
に

一　

筆
取
様

二　

筆
つ
か
ひ

三　

か
み
あ
た
り

四　

結
所

五　

挽
所

六　

点
を
打

七　

折
所

八　

打
立

九　

と
ま
り
は

一
〇　

つ
ゝ
く
る
所

一
一　

文
字
の
位

お
わ
り
に
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藤
原
定
家
の
筆
道
を
説
く
一
巻
。
し
か
し
、
こ
れ
も
定
家
崇
拝
の
中
で
生
ま
れ

た
偽
書
。
お
そ
ら
く
こ
れ
を
書
写
し
た
遠
州
（
一
五
七
九
―
一
六
四
七
）
の
時

代
に
つ
く
ら
れ
た
。
定
家
様
に
関
す
る
当
時
の
考
え
方
を
知
る
好
資
料
。

こ
こ
に
指
摘
さ
れ
る
よ
う
に
、
著
者
は
定
家
と
は
考
え
ら
れ
ず
、
小
堀
遠
州
周
辺

で
作
成
さ
れ
た
も
の
と
推
定
さ
れ
て
き
た
。
こ
れ
ま
で
の
伝
本
調
査
か
ら
は
、
遠
州

以
前
に
遡
る
伝
本
は
見
ら
れ
な
い
た
め
、
そ
の
蓋
然
性
は
極
め
て
高
い
と
考
え
ら
れ

る
。
定
家
様
を
よ
く
し
た
遠
州
を
初
め
と
す
る
茶
人
や
、
江
戸
後
期
の
和
学
者
間
で

の
伝
領
経
緯
が
確
認
で
き
る
こ
と
か
ら
、
近
世
期
に
流
行
し
た
「
定
家
様
」
に
対
す

る
理
解
、
お
よ
び
そ
の
受
容
の
歴
史
と
広
が
り
を
考
え
る
上
で
の
貴
重
な
資
料
と
言

え
る
。

現
在
ま
で
記
載
内
容
に
つ
い
て
の
詳
細
な
検
討
は
行
わ
れ
て
い
な
い
が
、
そ
の
要

因
と
し
て
は
、
広
く
知
ら
れ
る
『
続
群
書
類
従
』
に
は
、
冷
泉
為
相
（
一
二
六
三
―

一
三
二
八
）
の
偽
奥
書
が
加
え
ら
れ
、
仮
託
偽
書
と
い
う
体
裁
が
整
え
ら
れ
た
こ
と
。

末
尾
に
付
さ
れ
た
和
学
者
・
岡
本
保
考
（
一
七
四
九
―
一
八
一
八
）
に
よ
る
跋

文 

（
２
）
の
意
味
が
汲
み
が
た
く
、
不
可
解
な
も
の
と
い
う
印
象
を
与
え
た
こ
と
な
ど

が
想
定
さ
れ
る
。

『
定
家
卿
筆
道
』
を
対
象
と
し
た
先
行
研
究
と
し
て
は
、
小
松
茂
美
氏
（
３
）
が
本

書
の
成
立
と
享
受
に
関
わ
る
基
礎
的
な
事
柄
に
つ
い
て
の
検
討
を
進
め
て
い
る
も
の

の
、
本
文
内
容
の
一
つ
一
つ
に
つ
い
て
細
か
に
言
及
し
て
い
な
い
。
現
状
で
本
文
内

容
に
言
及
し
て
い
る
の
は
春
名
好
重
氏
（
４
）
の
み
で
「
こ
の
よ
う
な
説
明
だ
け
で
は

定
家
流
は
書
け
な
い
。
こ
の
本
の
説
明
と
定
家
流
と
は
関
係
が
な
い
よ
う
に
思
わ
れ

る
」
と
述
べ
る
。
し
か
し
こ
の
見
解
は
冒
頭
三
項
目
の
み
の
検
討
か
ら
導
か
れ
た
も

の
で
あ
り
、
し
か
も
第
三
項
目
は
「
意
味
は
よ
く
わ
か
ら
な
い
」
と
す
る
な
ど
全
体

を
見
わ
た
し
た
上
で
の
判
断
と
は
言
い
難
く
、
本
書
に
対
す
る
評
価
に
は
再
考
の
余

地
が
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

そ
こ
で
、
諸
本
の
調
査
結
果
や
校
本
（
詳
細
に
つ
い
て
は
前
稿
参
照
）
を
も
と

に 

（
５
）、
釈
文
（
校
訂
本
文
）
を
示
し
、
現
代
語
訳
を
示
す
。
こ
れ
を
踏
ま
え
、
東

博
本
に
付
さ
れ
て
い
る
挿
図
な
ど
に
も
触
れ
つ
つ
考
察
を
行
い
た
い
。
先
行
翻

刻 

（
６
）
に
お
い
て
は
挿
図
が
省
略
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
ま
で
等
閑
視
さ
れ
て
き
た
が
、

こ
の
入
木
道
書
を
理
解
す
る
上
で
は
非
常
に
重
要
で
あ
る
と
考
え
る
。
全
て
の
項
目

に
図
が
付
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
が
、
東
博
本
に
図
が
併
記
さ
れ
た
項
目
に
つ

い
て
は
翻
刻
に
こ
れ
を
添
え
た
（
７
）。

尚
、
本
書
は
序
文
と
、
筆
法
を
記
し
た
計
一
一
項
目
か
ら
成
る
。
一
―
三
項
目
は

筆
の
使
い
方
、
四
―
九
項
目
は
点
画
の
書
き
方
、
一
〇
・
一
一
項
目
は
文
字
構
成
の

仕
方
と
な
り
、
内
容
は
大
き
く
三
つ
に
分
け
ら
れ
る
。
本
書
に
記
さ
れ
て
い
る
序
文

に
つ
い
て
は
、
紙
幅
の
都
合
上
、
別
稿
に
譲
り
た
い
。

一
連
の
伝
本
は
三
系
統
に
分
類
で
き
、
仮
名
表
記
や
図
の
有
無
な
ど
に
若
干
の
差

異
が
見
ら
れ
る
が
、
大
幅
な
改
稿
は
な
い
。
た
だ
し
本
文
異
同
な
ど
で
解
釈
に
問
題

が
生
じ
る
場
合
に
は
、
そ
の
都
度
触
れ
る
こ
と
と
し
た
い
。

釈
文
は
、
①
東
博
本
『
定
家
卿
筆
道
』（
Ｂ
―
１
２
６
３
）
を
底
本
と
し
た
。
た

だ
し
、
後
代
に
加
筆
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
「
つ
ゝ
く
る
所
」「
文
字

の
位
」
に
つ
い
て
は
、
東
博
本
に
記
載
が
な
い
。
よ
っ
て
二
項
目
が
付
加
さ
れ
る
伝

本
の
う
ち
、
伝
来
が
明
白
で
あ
り
、
良
質
な
本
文
と
認
め
ら
れ
る
⑩
国
文
学
研
究
資

料
館
蔵
『
定
家
卿
筆
諌
口
訣
』（
１
５
―
７
７
３
―
２
）（
以
下
、国
文
研
本
Ａ
と
称
す
）

を
底
本
と
し
た
（
８
）。
通
読
の
為
に
適
時
、
句
読
点
・
濁
点
を
補
な
い
、
現
代
語
訳

に
あ
た
っ
て
は
、
同
時
代
資
料
の
使
用
例
を
参
照
し
解
釈
を
示
し
た
。

考
察
に
あ
た
っ
て
は
、冷
泉
家
時
雨
亭
文
庫
蔵
『
古
今
和
歌
集
』・『
拾
遺
愚
草
』（
９
）、

皇
居
三
の
丸
尚
蔵
館
蔵
『
更
級
日
記
』 （
10
）
等
の
定
家
自
筆
資
料
（
11
）、
そ
の
書
法

を
受
容
し
、
中
世
末
期
か
ら
近
世
初
期
に
定
家
様
を
用
い
た
冷
泉
家
当
主
自
筆
資

料 

（
12
）、
本
書
成
立
に
深
い
関
係
が
考
え
ら
れ
る
遠
州
に
よ
る
自
筆
資
料
（
13
）
を
あ

わ
せ
て
対
照
し
た
。
挿
図
が
付
さ
れ
る
項
目
に
つ
い
て
は
、
国
文
研
本
Ａ
と
国
文
学

研
究
資
料
館
蔵
本
『
定
家
卿
筆
諫
口
訣
』（
１
５
―
７
７
３
―
１
）（
以
下
、
国
文
研

本
Ｂ
と
称
す
）
の
挿
図
を
全
て
転
載
し
考
察
し
た
（
14
）。
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一　

筆
取
様

〖
釈
文
〗
筆
取
様

い
か
に
も
竪
に
と
り
て
、
あ
か
ら
さ
ま
に
も
よ
こ
た
ふ
る
事
な
か
れ
。
指
を
と
り

か
た
め
て
、
つ
よ
く
と
る
は
う
る
は
し
か
ら
ず
。

〖
現
代
語
訳
〗
筆
の
持
ち
方

し
っ
か
り
と
筆
を
竪
に
持
っ
て
、
ほ
ん
の
少
し
も
筆
を
傾
け
て
持
つ
こ
と
を
し
な

い
よ
う
に
。
指
を
か
た
め
、
強
く
握
っ
て
筆
を
持
つ
こ
と
は
望
ま
し
く
な
い
。

〖
考
察
〗

「
筆
取
」
と
は
、
筆
を
執
っ
て
も
の
を
書
く
こ
と
で
あ
り
、「
筆
取
様
」
と
し
て
、

筆
の
持
ち
方
を
指
し
て
い
る
。「
よ
こ
た
ふ
る
」
と
は
、
長
さ
の
あ
る
物
を
、
横
向
き

に
し
て
、
置
い
た
り
持
っ
た
り
す
る
こ
と
で
あ
り
、
こ
こ
で
は
筆
管
を
や
や
横
向
き

に
傾
け
て
持
つ
「
側
筆
（
15
）」
の
こ
と
を
指
す
。
つ
ま
り
、
ま
ず
定
家
様
の
筆
の
持

ち
方
と
し
て
、「
直
筆
（
16
）」
で
あ
る
こ
と
を
示
し
、側
筆
に
な
る
こ
と
を
戒
め
て
い
る
。

平
安
末
期
以
降
の
日
本
の
書
に
お
い
て
は
、一
般
的
に
側
筆
の
傾
向
が
強
い
。
よ
っ

て
直
筆
の
必
要
性
を
最
初
に
示
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
定
家
様
は
筆
の
軸
を
垂
直
に
立

て
て
書
く
直
筆
で
あ
る
こ
と
を
前
提
と
す
る
こ
と
は
、
後
述
の
筆
法
と
直
結
し
て
い

る
と
考
え
ら
れ
る
。

ま
た
、
強
く
握
っ
て
筆
を
持
つ
こ
と
を
禁
じ
る
こ
と
は
、
他
の
入
木
道
書
に
も
散

見
さ
れ
、
書
法
に
お
い
て
一
般
的
な
こ
と
で
あ
る
が
、
後
に
記
さ
れ
る
定
家
様
書
法

に
も
適
し
た
持
ち
方
と
言
え
る
。

二　

筆
つ
か
ひ

〖
釈
文
〗
筆
つ
か
ひ

う
つ
は
も
の
に
水
を
入
て
、
指
を
も
ち
て
水
上
に
文
字
を
か
く
に
、
そ
の
水
の
う

ご
か
ざ
る
や
う
に
あ
つ
か
ふ
べ
し
。
初
学
に
は
し
づ
か
な
る
を
よ
し
と
す
。

〖
現
代
語
訳
〗
筆
の
使
い
方

器
に
水
を
入
れ
、
指
で
水
面
に
文
字
を
書
く
時
、
そ
の
水
が
揺
れ
な
い
よ
う
な
筆

使
い
を
す
べ
き
で
あ
る
。
初
め
て
学
ぶ
人
は
、
静
か
に
筆
を
扱
う
の
が
よ
い
。

〖
考
察
〗

水
面
に
指
で
文
字
を
書
く
こ
と
に
た
と
え
、
筆
の
使
い
方
を
述
べ
て
い
る
。
水
が

揺
れ
な
い
よ
う
に
す
る
と
は
、
波
立
つ
又
は
水
し
ぶ
き
が
飛
ば
な
い
よ
う
に
す
る
こ

と
で
あ
ろ
う
。
そ
の
た
め
に
指
先
は
水
面
に
対
し
そ
っ
と
垂
直
に
入
り
、
ゆ
っ
く
り

穏
や
か
に
一
定
の
速
度
で
動
か
す
こ
と
を 

意
味
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。

こ
の
文
章
と
非
常
に
よ
く
似
た
表
現
を
他
の
入
木
道
書
に
求
め
て
み
る
と
、『
入

木
初
学
式
』「
紙
當
之
事
」
の
項
に
、「
た
と
へ
は
水
の
う
へ
に
指
を
以
て
書
に
其
水

の
動
か
さ
る
や
う
に
扱
ふ
へ
し
」（
17
）
と
あ
る
の
が
確
認
で
き
る
。『
入
木
初
学
式
』

と
は
書
名
の
通
り
書
を
学
び
始
め
る
に
あ
た
っ
て
の
指
南
書
で
あ
る
。
国
文
学
研
究

資
料
館
蔵
田
安
徳
川
家
旧
蔵
本
『
入
木
初
学
式　

三
十
六
法
』（
一
五
―
七
一
四
）

合
写
の
う
ち
『
入
木
初
学
式
』
で
は
、
世
尊
寺
行
尹
（
一
二
八
六
―
一
三
五
〇
）
が

書
写
し
た
入
木
道
書
を
、
持
明
院
基
春
（
一
四
五
三
―
一
五
三
五
）
が
書
写
し
た
こ

と
が
奥
書
に
記
さ
れ
る
。
少
な
く
と
も
持
明
院
基
春
が
書
写
し
た
永
正
二

（
一
五
〇
五
）
年
に
は
既
に
こ
の
表
現
は
使
用
さ
れ
て
お
り
、
両
書
共
に
初
学
者
に

対
し
て
向
け
ら
れ
た
言
葉
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
書
を
学
ぶ
初
期
段
階
で
は
一
般
的
な

表
現
で
あ
っ
た
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
。

加
え
て
、
本
項
の
内
容
は
、
か
す
れ
た
線
で
あ
る
「
渇
筆
（
18
）」
を
防
ぐ
こ
と
に

も
繋
が
る
と
思
わ
れ
る
。
定
家
様
の
特
徴
と
し
て
、
名
児
耶
明
氏
は
「
文
字
の
太
い

細
い
が
は
っ
き
り
し
て
い
る
」「
連
綿
が
少
な
い
」「
文
字
が
扁
平
で
あ
る
」
の
三
点

を
挙
げ
る
が
（
19
）、
さ
ら
に
渇
筆
が
不
明
瞭
で
あ
る
こ
と
も
定
家
様
の
特
徴
と
考
え

ら
れ
る
（
20
）。
定
家
自
筆
資
料
・
定
家
様
受
容
資
料
共
に
、
全
体
に
わ
た
り
明
瞭
な

渇
筆
は
概
ね
見
ら
れ
な
い
。
渇
筆
が
生
じ
る
一
因
は
、
運
筆
で
の
緩
急
の
差
で
あ
る
。

こ
れ
を
抑
制
す
る
内
容
と
も
捉
え
ら
れ
る
。
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三　

か
み
あ
た
り

〖
釈
文
〗
か
み
あ
た
り

は
ゞ
か
る
事
な
く
す
て
ゝ
ひ
ろ
ひ
を
し
つ
く
る
ご
と
く
に
し
て
、
か
ろ
く
ひ
つ
と

る
や
う
に
あ
た
る
べ
し
。
不
緩
不
急
、
平
等
を
む
ね
と
し
て
中
庸
を
守
る
事
、
先
達

の
い
ま
し
め
に
こ
と
な
る
こ
と
な
し
。
此
三
、
道
の
最
上
の
大
事
也
。
た
ゞ
初
学
は

い
く
た
び
も
肉
の
落
さ
る
や
う
に
、
や
は
ら
か
に
あ
た
る
べ
し
と
ぞ
。
格
は
能
書
の

道
に
う
ら
お
も
て
と
か
や
。

〖
現
代
語
訳
〗
紙
へ
の
筆
の
接
し
方

た
め
ら
う
こ
と
な
く
引
き
抜
い
た
筆
を
再
び
紙
に
押
し
付
け
る
よ
う
に
し
、
さ
り

気
な
く
引
き
寄
せ
て
取
る
の
が
よ
い
。
筆
を
緩
め
る
こ
と
な
く
急
が
ず
に
、
心
を
落

ち
着
け
て
書
く
こ
と
を
重
ん
じ
、
偏
る
こ
と
の
な
い
よ
う
中
庸
を
守
る
こ
と
は
、
書

の
先
人
達
の
教
訓
と
異
な
り
は
し
な
い
。
こ
の
三
点
（
筆
取
様
・
筆
つ
か
ひ
・
か
み

あ
た
り
）は
、定
家
卿
の
筆
道
に
お
い
て
最
も
大
事
な
こ
と
で
あ
る
。
た
だ
初
心
者
は
、

く
れ
ぐ
れ
も
厚
み
と
豊
か
さ
を
持
っ
た
風
体
を
な
く
さ
な
い
よ
う
に
、
柔
ら
か
に
筆

が
紙
に
接
す
る
よ
う
に
す
べ
き
で
あ
る
。
能
書
へ
の
道
に
は
一
貫
し
て
い
る
こ
と
で

あ
る
。

〖
考
察
〗

「
か
み
あ
た
り
」
と
は
、
筆
が
紙
に
当
る
こ
と
、
つ
ま
り
紙
へ
の
筆
の
接
し
方
を

示
す
。
先
述
の
『
入
木
初
学
式
』
に
お
け
る
「
紙
當
之
事
」
の
記
載
も
類
例
と
し
て

挙
げ
ら
れ
る
よ
う
に
、
入
木
道
書
で
の
使
用
例
が
見
ら
れ
る
。

一
文
目
の
「
を
し
つ
く
る
」
と
は
「
お
し
つ
く
」
の
こ
と
で
あ
る
（
21
）。
続
く
「
か

ろ
し
」
は
、
特
に
文
芸
・
芸
能
な
ど
で
、
所
作
や
表
現
の
仕
方
に
荘
重
さ
が
な
く
、

さ
り
気
な
い
感
じ
の
す
る
さ
ま
で
あ
る
こ
と
を
い
う
。
武
野
紹
鷗
『
紹
鷗
茶
湯
百
首
』

の
「
兼
て
よ
り
約
束
し
け
る
客
な
ら
ば
心
は
真
に
業
は
か
ろ
け
れ
」 （
22
）
な
ど
の
用

例
が
見
ら
れ
る
。「
と
ま
り
」
の
項
で
も
述
べ
る
が
、
線
を
引
き
捨
て
る
よ
う
な
所

謂
「
は
ら
い
」
は
定
家
様
で
は
稀
で
あ
り
、
細
く
な
っ
た
線
に
再
度
筆
圧
を
か
け
て

太
さ
を
戻
し
た
終
筆
も
見
ら
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
筆
圧
を
伴
う
用
筆
を
述
べ
た
も
の

と
考
え
ら
れ
る
。

二
文
目
は
、
筆
の
運
び
と
心
の
あ
り
よ
う
を
示
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。「
不
緩
」

を
「
不
浮
」
と
記
し
た
伝
本
も
多
い
。「
不
緩
不
急
」
は
、「
筆
つ
か
ひ
」
で
の
記
述

と
共
通
し
、
定
家
様
の
渇
筆
が
な
い
線
を
書
く
た
め
に
則
し
て
い
る
。「
不
緩
」
を

「
不
浮
」
と
す
る
こ
と
は
、
後
述
さ
れ
る
筆
圧
と
の
緊
密
な
関
係
を
受
け
て
、
筆
が

浮
く
こ
と
を
戒
め
る
と
い
う
意
に
捉
え
た
可
能
性
も
考
え
ら
れ
る
。

「
平
等
」「
中
庸
」
は
、
入
木
道
に
お
け
る
一
般
的
な
心
構
え
と
受
け
取
れ
る
。「
平

等
」
と
は
平
常
心
を
保
っ
て
乱
れ
な
い
さ
ま
で
あ
り
、
心
を
落
ち
着
け
て
書
く
さ
ま

を
指
す
。
キ
リ
シ
タ
ン
版
『
こ
ん
て
む
つ
す
む
ん
ぢ
』
に
は
「
ク
リ
ス
ト
の
御
鏡
を

宗
と
し
て
、
現
在
の
難
儀
、
は
か
な
き
事
をbiǒ dǒ naru

心
を
も
つ
て
受
く
べ
き

事
」 （
23
）
と
使
用
さ
れ
る
。「
中
庸
」
と
は
、
一
方
に
偏
せ
ず
、
過
不
足
の
な
い
こ
と

を
指
す
。
入
木
道
書
で
は
尊
円
親
王
『
入
木
抄
』
の
「
真
行
草
字
事
」
の
項
に
「
先

行
字
を
御
習
あ
る
べ
く
候
。
行
は
中
庸
故
也
」 （
24
）
の
用
例
が
見
ら
れ
る
。

三
文
目
「
此
三
、
道
の
最
上
の
大
事
也
」
以
下
の
文
章
は
、
他
よ
り
二
文
字
ほ
ど

下
げ
ら
れ
、
一
行
空
け
て
の
記
載
と
な
る
こ
と
か
ら
、
こ
れ
ま
で
の
用
筆
に
関
す
る

記
載
「
筆
取
様
」「
筆
つ
か
ひ
」「
か
み
あ
た
り
」
の
総
括
で
あ
る
と
考
え
る
。
三
項

目
の
ま
と
め
と
し
て
記
し
て
い
る
た
め
、
本
来
は
別
項
と
す
べ
き
で
あ
る
が
、
本
稿

で
は
便
宜
上
、
本
項
で
言
及
す
る
。

三
文
目
の
一
文
か
ら
は
、
筆
の
使
い
方
が
重
要
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
加
え
て
、

全
体
に
対
す
る
三
項
目
の
文
量
の
多
さ
か
ら
も
、
そ
れ
は
窺
え
る
。
用
筆
に
重
き
を

置
い
て
い
る
こ
と
は
、
定
家
様
を
理
解
す
る
上
で
も
注
目
す
べ
き
点
で
あ
ろ
う
。

四
文
目
の「
肉
」と
は
、芸
道
用
語
で
皮
・
肉
・
骨
の
三
体
の
一
つ
を
指
す
。
書
風
、

歌
風
な
ど
に
つ
い
て
、
柔
和
な
厚
み
と
豊
か
さ
を
も
っ
た
風
体
を
い
う
。
藤
原
教
長

『
才
葉
抄
』
に
お
い
て
も
「
太
平
御
覧
に
は
、
骨
多
肉
少
は
筋
書
、
肉
多
骨
少
は
墨

猪
」 （
25
）
の
用
例
が
あ
る
。
本
書
で
言
う
と
こ
ろ
の
厚
み
や
豊
か
さ
と
は
、
主
に
太

い
線
質
が
も
た
ら
す
書
風
と
受
け
取
っ
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
太
さ
は
細
い
線
と
対
比

さ
れ
る
こ
と
で
大
胆
に
表
現
さ
れ
て
お
り
、
線
の
肥
痩
の
差
は
定
家
様
の
大
き
な
特
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徴
と
言
え
る
。

こ
う
し
た
表
現
は
、
た
と
え
定
家
様
を
熟
知
し
て
い
た
と
し
て
も
難
し
か
っ
た
よ

う
で
あ
る
。
例
え
ば
、
定
家
自
筆
『
更
級
日
記
』
の
精
密
な
模
写
本
で
あ
る
宮
内
庁

書
陵
部
蔵
『
更
級
日
記
』 （
26
）
は
、「
寛
文
二
臘
六
日
一
校
了
」
と
後
西
天
皇
の
書
き

入
れ
が
あ
り
、
後
水
尾
天
皇
所
蔵
の
定
家
筆
本
の
写
し
と
考
え
ら
れ
る
（
27
）。
一
見

す
る
と
違
い
が
判
ら
な
い
ほ
ど
の
精
密
さ
で
あ
る
が
、
細
か
く
比
較
す
る
と
文
字
造

形
も
や
や
異
な
り
、
模
写
本
は
全
体
的
に
線
が
細
め
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
特
に

強
調
さ
れ
る
線
幅
の
太
さ
が
、
模
写
本
は
足
り
て
い
な
い
（【
図
１
】
参
照
）。

五
文
目
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
に
記
さ
れ
た
こ
と
は
、
能
書
へ
の
道
に
「
う
ら

お
も
て
」
つ
ま
り
一
貫
し
て
及
ん
で
い
る
こ
と
を
あ
ら
わ
し
て
い
る
（
28
）。
尚
、
江

戸
後
期
に
写
さ
れ
た
多
く
の
伝
本
は
こ
の
一
文
を
欠
い
て
い
る
。
単
な
る
脱
落
と
も

考
え
ら
れ
る
が
、
江
戸
後
期
に
は
「
う
ら
お
も
て
」
の
言
葉
の
語
義
が
変
化
し
、
現

在
と
同
じ
く
表
と
裏
を
指
す
よ
う
に
な
っ
た
た
め
、
文
章
の
意
味
に
矛
盾
が
生
じ
、

書
写
の
段
階
で
意
図
的
に
抜
か
れ
た
可
能
性
も
考
え
ら
れ
る
。
本
書
に
総
じ
て
言
え

る
こ
と
で
は
あ
る
が
、
短
文
表
現
で
あ
る
が
ゆ
え
の
解
り
難
さ
ゆ
え
に
な
さ
れ
た
も

の
と
推
測
す
る
。

四　

結
所

〖
釈
文
〗
結
所

筆
を
は
ね
ず
ゆ
る
め
ず
毛
さ
き
を
つ
け
て
ま
は

す
べ
し
。
初
門
の
む
す
び
は
い
た
く
ま
れ
な
り
。

〖
現
代
語
訳
〗
結
ぶ
所

筆
を
跳
ね
た
り
緩
め
た
り
せ
ず
、
筆
の
穂
先
を

紙
に
つ
け
た
ま
ま
回
す
べ
き
で
あ
る
。
学
ぶ
最
初
の
段
階
と
し
て
は
、
結
び
は
と
て

も
稀
で
あ
る
。

〖
考
察
〗

本
項
か
ら
は
、
文
字
の
点
画
に
関
す
る
具
体
的
な
説
明
と
な
る
。
条
項
の
内
容
に

合
わ
せ
て
、
図
示
さ
れ
る
項
が
多
い
。

そ
し
て
、「
む
す
び
」
と
呼
ば
れ
る
部
分
に
つ
い
て
の
記
述
か
ら
始
ま
る
。「
結
び
」

と
は
、
仮
名
「
す
・
な
・
は
・
ま
・
ぬ
」
等
の
最
終
画
に
見
ら
れ
る
部
分
を
指
す
。

定
家
様
で
の
こ
の
部
分
は
、
挿
図
に
あ
る
よ
う
に
均
一
な
線
幅
に
よ
る
円
形
の
独
特

な
結
び
と
な 

る
こ
と
が
多
い
。
こ
れ
を
書
く
た
め
に
は
、
筆
圧
を
一
定
に
保
ち
、
常

時
筆
先
が
紙
に
し
っ
か
り
接
す
る
よ
う
に
書
か
な
く
て
は
な
ら
な
い
と
述
べ
る
。
例

え
ば
、
定
家
自
筆
資
料
、
定
家
様
受
容
資
料
で
あ
る
冷
泉
為
和
自
筆
資
料
（
30
）
と
遠

図
１
　
定
家
自
筆
本
と
模
写
本
に
お
け
る
太
さ
の
比
較
（
2 9
）

自
筆
本

模
写
本
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州
自
筆
資
料
に
見
ら
れ
る
「
す
」
の
結
び
の
形
が
こ
れ
を
示
す
（【
図
２
】
参
照
）。

対
し
て
定
家
様
で
は
な
い
書
風
で
は
、
円
の
上
部
で
筆
の
筆
圧
を
緩
め
、
穂
先
を

若
干
持
ち
上
げ
る
よ
う
に
し
、
場
合
に
よ
っ
て
は
穂
先
が
跳
ね
る
よ
う
な
動
き
を
伴

う
の
で
あ
る
。「
筆
を
は
ね
ず
ゆ
る
め
ず
」
と
い
う
注
意
は
、
定
家
様
で
は
こ
れ
を

し
な
い 

よ
う
に
戒
め
て
い
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
定
家
様
で
書
か
れ
た
写
本
と
、

定
家
様
で
は
な
い
書
風
で
書
か
れ
た
写
本
の
挿
図
を
比
較
す
る
と
、
定
家
様
の
結
び

の
特
徴
が
わ
か
り
や
す
い
（【
図
３
】
参
照
）。

こ
の
結
び
の
違
い
は
、
穂
先
の
位
置
と
関
係
す
る
。
定
家
様
特
有
の
結
び
を
書
く

た
め
に
は
、
筆
の
穂
先
が
線
の
中
央
を
通
る
「
中
鋒
（
31
）」
と
い
う
用
筆
法
が
適
し

て
い
る
。
篆
書
体
や
隷
書
体
で
主
に
使
用
さ
れ
る
。
中
鋒
に
よ
っ
て
、
穂
の
中
ほ
ど

を
進
行
方
向
へ
と
押
し
出
す
よ
う
に
筆
圧
を
か
け
、
穂
先
は
紙
に
接
し
た
ま
ま
後
方

か
ら
つ
い
て
く
る
回
し
方
が
「
毛
さ
き
を
つ
け
て
ま
は
す
べ
し
」
な
の
で
あ
る
。
定

家
様
で
は
な
い
書
風
の
場
合
、
穂
先
は
縦
画
で
あ
れ
ば
左
部
、
横
画
で
あ
れ
ば
上
部

を
通
る
「
露
鋒
（
32
）」
を
用
い
て
い
る
。
現
在
ま
で
一
般
的
に
用
い
ら
れ
る
用
筆
法

で
あ
り
、
円
の
上
部
で
穂
先
を
返
し
て
向
き
を
変
え
て
結
び
を
つ
く
る 

（
33
）。

「
初
心
の
む
す
び
は
い
た
く
ま
れ
也
」
の
一
文
が
示
す
と
お
り
、
定
家
様
の
結
び
は

独
特
で
あ
る
た
め
馴
染
み
が
無
か
っ
た
と
思
わ
れ
、
伝
本
に
よ
っ
て
挿
図
に
差
が
生
じ

て
い
る
（【
図
３
】
参
照
）。
東
博
本
、
国
文
研
本
Ａ
、
国
文
研
本
Ｂ
の
挿
図
を
比
較
し

て
み
る
と
、
本
文
が
定
家
様
で
書
か
れ
た
東
博
本
は
、
上
下
の
図
共
に
定
家
様
の
結

び
で
あ
る
。
国
文
研
本
Ａ
は
上
図
が
定
家
様
で
は
な
く
、
国
文
研
本
Ｂ
に
お
い
て
は
上

下
の
図
共
に
定
家
様
の
結
び
と
は
言
え
な
い
。
通
常
の
行
書
体
の
結
び
で
書
か
れ
て
お

り
、
途
中
で
筆
の
向
き
を
変
え
る
た
め
に
筆
を
浮
か
せ
、
線
が
細
く
な
り
、
角
張
っ

た
形
と
な
っ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
定
家
様
習
得
者
が
書
き
手
で
あ
る
写
本
は
定
家
様
の

結
び
と
な
る
が
、
通
常
の
行
書
体
を
使
用
し
て
い
る
写
本
の
場
合
、
定
家
様
の
結
び

は
技
術
的
に
馴
染
み
が
無
か
っ
た
ら
し
く
一
般
的
な
結
び
が
混
在
し
て
い
る
。
国
文
研

本
Ａ
の
下
図
に
つ
い
て
は
、
異
本
の
挿
図
を
参
考
に
す
る
こ
と
で
、
定
家
様
の
結
び
と

な
っ
た
こ
と
が
推
測
さ
れ
る
。
総
じ
て
定
家
様
の
習
得
を
目
的
と
し
な
い
、
あ
る
い
は

習
得
し
て
い
な
い
和
学
者
な
ど
が
書
写
し
た
写
本
に
は
、
手
本
の
役
割
を
果
た
す
挿

図
の
意
図
が
曖
昧
に
な
っ
て
い
く
傾
向
が
見
ら
れ
、
結
果
的
に
理
論
の
側
面
が
注
目
さ

れ
、
手
本
と
し
て
の
意
味
合
い
は
希
薄
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
と
言
え
る
。

図
３
　 

国
文
研
本
Ａ
・
Ｂ
の
挿
図
と
伝
本
に
よ
る
結
び
の
差
異 

※
定
家
様
の
結
び
を
「
○
」、
一
般
的
な
結
び
を
「
×
」
と
し
て
示
す
。

○

○

東
博
本

×

○○

国
文
研
本
Ａ

×

×

国
文
研
本
Ｂ

図
２
　
定
家
・
為
和
・
遠
州
筆
「
す
」
に
見
ら
れ
る
結
び
の
形
（
34
）

定
家

為
和

遠
州
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五　

挽
所

〖
釈
文
〗
挽
所

急
に
ひ
き
す
つ
る
や
う
に

も
あ
ら
ず
。
序
に
ゆ
ら
〳
〵

と
な
だ
ら
か
に
引
く
だ
し
た

る
て
い
に
も
あ
ら
ず
。
い
か
に
も
じ
り
〴
〵
と
わ
な
ゝ
き
て
、
引
か
ね
た
る
や
う
に

挽
て
、
ひ
き
つ
む
る
ご
と
く
に
し
て
、
ひ
つ
と
て
（
35
）
は
ぬ
る
や
う
に
お
さ
む
る
也
。

〖
現
代
語
訳
〗
線
を
引
く
所

急
に
線
を
引
き
捨
て
る
よ
う
に
し
な
い
。
書
き
始
め
か
ら
緩
や
か
に
揺
れ
る
よ
う

な
、
流
暢
で
よ
ど
み
な
い
線
を
引
い
て
い
く
の
で
は
な
い
。
い
か
に
も
地
を
こ
す
る

か
の
よ
う
に
少
し
ず
つ
進
ん
で
行
き
、
わ
な
わ
な
と
震
え
、
す
ら
す
ら
と
引
か
な
い

よ
う
に
じ
っ
く
り
と
挽
き
、
そ
れ
以
上
引
け
な
い
ほ
ど
き
つ
く
引
き
し
ぼ
る
よ
う
に

筆
を
引
き
寄
せ
、
跳
ね
る
よ
う
に
筆
を
収
め
る
。

〖
考
察
〗

線
の
引
き
方
に
つ
い
て
の
記
述
で
あ
る
が
、
定
家
特
有
の
線
質
を
よ
く
表
し
て
い

る
。
ま
ず
「
挽
所
」
の
「
挽
く
」 （
36
）
と
は
、
刃
の
あ
る
物
を
、
手
前
に
引
く
よ
う

に
し
て
、物
を
切
っ
た
り
細
工
し
た
り
す
る
こ
と
で
あ
る
。「
線
を
ひ
く
」は
通
常「
引

く
」
と
表
記
す
る
。
あ
え
て
「
挽
く
」
と
表
記
す
る
こ
と
で
、
独
特
な
線
質
を
表
す
。

そ
し
て
「
挽
所
」
で
の
文
章
は
、「
引
く
」
と
「
挽
く
」
を
意
図
的
に
書
き
分
け
て

も
い
る
。

こ
こ
で
主
張
さ
れ
る
線
質
は
、
平
安
古
筆
に
見
ら
れ
る
よ
う
な
、
一
般
的
に
美
し

い
と
さ
れ
る
優
美
で
流
暢
な
線
と
は
異
な
る
。
こ
の
項
目
で
は
ま
ず
、
一
般
的
な
書

美
を
次
の
よ
う
な
言
葉
で
表
現
し
て
い
る
。「
ゆ
ら
ゆ
ら
と
」は
長
い
も
の
の
全
体
が
、

ゆ
っ
く
り
と
揺
れ
続
け
る
さ
ま
で
あ
り
、
連
綿
を
使
用
し
た
ゆ
る
や
か
に
揺
れ
る
よ

う
な
線
を
表
し
て
い
る
。「
な
だ
ら
か
」
と
は
、
言
葉
や
動
作
な
ど
が
、
ぎ
く
し
ゃ

く
せ
ず
に
続
い
て
い
く
さ
ま
で
あ
り
、
す
ら
す
ら
と
続
く
流
暢
な
線
質
で
あ
ろ
う
。

そ
し
て
「
く
だ
し
た
る
」
の
「
く
だ
す
」
と
は
、物
を
上
の
方
か
ら
一
定
の
線
に
沿
っ

て
下
の
方
へ
停
滞
す
る
こ
と
な
く
移
動
す
る
こ
と
で
あ
り
、「
引
く
だ
す
」
と
し
て
、

よ
ど
み
な
い
線
を
引
く
こ
と
を
示
す
。

定
家
様
に
求
め
ら
れ
て
い
る
線
は
、
こ
の
よ
う
な
線
で
は
な
い
こ
と
を
述
べ
た
後
、

そ
の
筆
法
を
次
の
よ
う
な
言
葉
で
表
す
。「
じ
り
じ
り
」
と
は
、
地
を
こ
す
る
よ
う

に
し
て
、
少
し
ず
つ
進
ん
で
い
く
さ
ま
を
指
し
、
定
家
様
の
線
の
引
き
方
を
比
喩
し

た
表
現
で
あ
る
。「
わ
な
な
く
」
と
は
、
寒
さ
や
恐
怖
な
ど
の
た
め
に
、
身
体
が
自

然
に
小
刻
み
ふ
る
え
る
こ
と
で
あ
る
。
定
家
晩
年
の
書
に
は
、
病
の
影
響
か
ら
線
に

震
え
が
見
ら
れ
、
こ
れ
を
指
し
て
い
る
。「
ひ
き
つ
む
る
」
と
は
、
そ
れ
以
上
引
け

な
い
ほ
ど
き
つ
く
引
く
こ
と
で
あ
り
、
特
に
終
筆
に
あ
た
っ
て
の
線
質
と
思
わ
れ
る
。

終
筆
に
つ
い
て
は
、
止
ま
る
こ
と
な
く
引
く
抜
く
よ
う
に
終
わ
ら
せ
る
「
ひ
き
す

つ
る
」
こ
と
を
禁
じ
、先
述
の
「
か
み
あ
た
り
」
と
同
様
に
、力
を
抜
く
こ
と
な
く
「
は

ぬ
る
よ
う
に
お
さ
む
る
」
こ
と
を
記
し
て
い
る
。
終
筆
に
関
し
て
は
「
と
ま
り
は
」

の
項
で
述
べ
る
こ
と
と
す
る
。

こ
の
定
家
様
の
線
質
は
、東
博
本
の
挿
図
に
よ
く
表
れ
て
い
る
（
釈
文
下
図
参
照
）。

特
に
上
図
は
線
幅
に
凹
凸
が
で
き
、
決
し
て
滑
ら
か
な
線
で
は
な
い
。
い
わ
ゆ
る
一

般
的
な
仮
名
の
美
と
さ
れ
る
線
と
は
異
な
る
。
そ
し
て
終
筆
部
分
は
、
小
さ
な
は
ね

や
、
筆
先
が
留
ま
っ
た
こ
と
に
よ
る
滲
み
も
見
ら
れ
る
。
挿
図
に
あ
る
よ
う
な
長
い

線
か
ら
は
、
こ
の
特
徴
が
わ
か
り
や
す
い
。
定
家
自
筆
資
料
「
れ
し
」
に
見
ら
れ
る

揺
ら
い
だ
線
は
、
こ
こ
で
示
す
線
質
を
表
す
一
例
と
考
え
ら
れ
る
（【
図
４
】
参
照
）。

為
和
筆
「
う
く
ひ 

す
」
や
、
遠
州
筆
「
み
も
す
そ
川
」
の
「
も
」「
す
」「
川
」
に
同

様
の
揺
ら
ぎ
が
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
定
家
様
受
容
資
料
で
も
、
こ
の
線
質
を
再
現
し

よ
う
と
す
る
姿
勢
が
認
め
ら
れ
る
（【
図
５
】
参
照
） （
37
）。

定
家
の
病
に
よ
り
生
じ
た
線
の
震
え
で
あ
っ
て
も
、
そ
れ
を
再
現
し
よ
う
と
す
る

定
家
様
の
受
容
は
と
て
も
興
味
深
い
。
一
般
的
な
書
美
と
い
う
嗜
好
で
は
な
く
、
定

家
へ
の
傾
倒
が
感
じ
ら
れ
る
。
こ
の
項
で
述
べ
ら
れ
て
い
る
内
容
は
、
定
家
様
そ
の

も
の
の
捉
え
方
を
知
る
上
で
、
重
要
な
記
述
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

た
だ
し
、
国
文
研
本
Ａ
・
Ｂ
は
、
共
に
形
の
み
が
模
倣
さ
れ
て
い
る
（【
図
６
】
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参
照
）。
お
そ
ら
く
一
般
的
に
は
、
こ
の
線
質
に
も
馴
染
み
が
な
か
っ
た
も
の
と
思

わ
れ
る
。

六　

点
を
打

〖
釈
文
〗
点
を
打

筆
の
さ
き
を
ま
き
、
腰
を

う
ち
つ
く
る
や
う
に
し
て
、

又
毛
さ
き
に
て
ひ
つ
と
り
て

は
ぬ
る
也
。

〖
現
代
語
訳
〗
点
の
打
ち
方

筆
の
穂
先
を
巻
き
、
穂
の
根
元
を
ぶ
つ
け
る
よ
う
に
す
る
。
ま
た
、
筆
の
穂
先
で

引
き
寄
せ
て
取
り
撥
ね
る
。

〖
考
察
〗

「
点
」
の
書
き
方
に
つ
い
て
の
記
述
で
、
二
通
り
の
書
き
方
が
示
さ
れ
る
。
一
つ

は
「
筆
の
さ
き
を
ま
き
、
腰
を
う
ち
つ
く
る
」
点
で
あ
る
。「
腰
」
と
は
、
物
の
人

体
の
腰
に
相
当
す
る
部
分
を
指
し
、
筆
の
場
合
は
穂
の
根
元
部
分
を
指
す
。「
う
ち

 

つ
く
る
」
と
は
、
物
を
ほ
か
の 

物
に
勢
い
よ
く
ぶ
つ
け
る
こ
と
で
あ
り
、
筆
の
根
元

を
紙
に
勢
い
よ
く
当
て
る
よ
う
に
し
て
書
く
こ
と
か
と
思
わ
れ
る
。
東
博
本
挿
図
で

は
最
下
図
（
釈
文
下
図
参
照
）、
国
文
研
本
Ａ
挿
図
で
は
異
本
注
記
の
上
図
を
指
す

図
５
　
定
家
様
受
容
資
料
に 

見
ら
れ
る
線
質
（
3 9
）

為
和

遠
州

図
６
　
国
文
研
本
Ａ
・
Ｂ
の
挿
図

国
文
研
本
Ａ

国
文
研
本
Ｂ

図
４
　
定
家
自
筆
に
見
ら
れ
る
揺
れ
た
線
質
（
38
）
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（【
図
７
】
参
照
）。
例
え
ば
東
京
国
立
博
物
館
蔵
定
家
筆
「
申
文
」
の
漢
字
に
は
多

く
用
例
が
見
ら
れ
、
冒
頭
部
で
言
う
な
ら
ば
「
出
」「
代
」「
就
」「
壽
」
な
ど
の
右

上
に
打
た
れ
る
点
が
そ
れ
に
あ
た
る（【
図
８
】参
照
）。
仮
名
で
は
、定
家
自
筆
資
料
・

定
家
様
受
容
資
料
共
に
「
い
」「
か
」「
む
」
の
終
画
に
多
く
見
ら
れ
る
。

も
う
一
つ
は
「
毛
さ
き
に
て
ひ
つ
と
り
て
は
ぬ
る
」
点
で
あ
る
。
止
ま
っ 

た
後
に

穂
先
が
跳
ね
返
る
よ
う
に
筆
の
根
元
を
押
し
つ
け
た
点
で
あ
り
、
仮
名
「
い
」
の

初
画
、「
さ
」「
た
」
の
終
画
な
ど
に
多
く
見
ら
れ
る
。
東
博 

本
挿
図
で
は
最
上
図
右

側
を
指
し
（
釈
文
下
図
参
照
）、
国
文
研
本
Ａ
挿
図
で
は
異
本
下
図
を
指
す
（【
図
７
】

参
照
）。
後
述
の
項
「
打
立
」
と
共
通
す
る
用
筆
で
あ
り
、
定
家
様
の
太
さ
が
表
現

さ
れ
る
箇
所
で
も
あ
る
こ
と
か
ら
、
定
家
自
筆
資
料
・
定
家
様
受
容
資
料
共
に
頻
繁

に
見
ら
れ
る
。

国
文
研
本
Ａ
・
Ｂ
の
挿
図
か
ら
は
、
共
に
二
種
の
書
き
分
け
の
意
味
を
理
解
し
て

い
る
か
は
疑
問
で
あ
る
が
、
国
文
研
本
Ａ
に
異
本
注
記
と
し
て
記
さ
れ
た
挿
図
は
、

こ
の
形
を
籠
字
で
記
し
、
そ
の
形
態
的
特
徴
を
保
存
し
て
い
る
。

仮
名
「
い
」
の
左
右
の
画
は
、
こ
の
二
種
を
書
き
分
け
て
お
り
、
特
徴
が
比
較
し

易
い
（【 

図
９
】
参
照
）。
そ
し
て
、
二
種
の
「
点
」
に
見
ら
れ
る
共
通
点
か
ら
は
、

筆
圧
が
か
か
る
用
筆
を
好
ん
で
い
る
こ
と
、
穂
先
が
線
の
中
央
を
通
る
中
鋒
を
用
い

て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

図
７
　
国
文
研
本
Ａ
・
Ｂ
の
挿
図

国
文
研
本
Ａ

国
文
研
本
Ｂ

図
８
　
東
京
国
立
博
物
館
蔵
定
家
筆
『
申
文
』 （
40
）

図
９
　
定
家
・
為
和
・
遠
州
筆
「
い
」
に
見
ら
れ
る
二
種
の
点
（
41
）

定
家

為
和

遠
州
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七　

折
所

〖
釈
文
〗
折
所

た
め
お
り
と
急
の
虵
形
折
と
の
二
な
る

べ
し
。

〖
現
代
語
訳
〗
転
折
の
所

留
ま
り
ゆ
が
み
が
生
じ
た
折
れ
と
、
蛇

を
早
く
書
い
た
よ
う
な
形
の
折
れ
と
の
二

種
類
で
あ
る
。

〖
考
察
〗

「
折
れ
」
と
呼
ば
れ
る
転
折
に
つ
い
て
の
記
述
で
、
二
通
り
あ
る
と
さ
れ
る
。
ま

ず
「
た
め
お
り
」
で
あ
る
が
、「
た
め
」
は
「
矯
」
と
「
溜
」
両
方
の
可
能
性
が
考

え
ら
れ
る
。「
矯
」
と
は
、
も
の
の
ま
っ
す
ぐ
で
あ
る
べ
き
と
こ
ろ
に
生
じ
た
歪
み

の
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
歪
み
と
は
、
横
画
か
ら
縦
画
へ
と
方
向
転
換
す
る
際
に
、
転

折
部
は
角
が
欠
け
た
よ
う
な
斜
め
の
ラ
イ
ン
と
な
り
、
更
に
筆
圧
を
加
え
た
場
合
は

筆
の
根
元
跡
が
出
っ
張
り
と
し
て
残
る
こ
と
を
表
す
と
取
れ
る
。（【
図
11
】上
図「
亰
」

四
画
目
転
折
部
参
照
）。「
溜
」
と
は
、
た
め
て
お
く
こ
と
や
、
た
め
て
お
く
場
所
の

こ
と
で
あ
り
、
向
き
を
変
え
る
た
め
に
筆
が
一
度
留
ま
り
、
墨
や
線
の
流
れ
が
溜
ま

る
こ
と
を
表
す
と
取
れ
る
。
ど
ち
ら
に
し
て
も
横
画
か
ら
縦
画
へ
と
方
向
変
換
す
る

際
に
筆
が
一
度
止
ま
る
転
折
を
表 

し
て
い
る
。
こ
れ
は
、
通
常
で
も
頻
繁
に
見
ら
れ

る
一
般
的
な
転
折
の
形
と
言
え
る
。
東
博
本
挿
図
で
は
上
図
が
示
し
て
い
る
と
考
え

ら
れ
る
が
（
釈
文
下
図
参
照
）、
国
文
研
本
Ａ
に
異
本
注
記
と
し
て
記
さ
れ
た
上
図

は
こ
の
形
を
よ
り
明
瞭
に
表
し
て
い
る
と
言
え
る
（【
図
10
】
参
照
）。

も
う
一
種
は
「
急
の
虵
形
折
」
で
あ
る
。「
急
」
と
は
動
き
が
速
く
、
し
か
も
勢

い
を
伴
っ
て
な
さ
れ
る
さ
ま
で
あ
り
、
こ
こ
で
は
転
折
の
際
に
止
ま
る
こ
と
な
く
横

画
へ
と
方
向
転
換
す
る
こ
と
を
指
す
と
思
わ
れ
る
。
そ
し
て
、
中
鋒
を
用
い
る
こ
と

に
よ
り
、
横
画
の
筆
使
い
の
ま
ま
容
易
に
下
ろ
す
こ
と
が
可
能
と
な
る
。
よ
っ
て
先

述
の
転
折
と
は
異
な
り
、
出
っ
張
り
や
欠
け
は
生
じ
な
い
。
ま
た
、
筆
圧
を
強
め
一

気
に
太
さ
を
出
す
こ
と
で
、
定
家
様
に
見
ら
れ
る
特
徴
的
な
転
折
と
な
る
こ
と
が
多

い
。
東
博
本
・
国
文
研
本
Ａ
異
本
注
記
の
挿
図
共
に
、下
図
を
指
す（
釈
文
下
図
・【
図

10
】
参
照
）。

定
家
自
筆
資
料
で
も
こ
の
二
種
類
の
転
折
は
認
め
ら
れ
る
。
比
較
と
し
て
、「
亰
」

の
四
画
目
を
挙
げ
る
（【
図
11
】
参
照
）。
ど
ち
ら
の
転
折
が
用
い
ら
れ
る
か
は
、
転

折
部
の
始
筆
が
大
き
く
関
係
す
る
こ
と
が
わ
か
る
。「
た
め
お
り
」
の
始
筆
は
穂
先

が
上
部
に
置
か
れ
、
転
折
部
ま
で
太
さ
を
変
え
ず
に
横
線
が
引
か
れ
る
。「
急
の
虵

形
折
」
の
始
筆
は
穂
先
が
線
幅
の
中
央
に
置
か
れ
、
転
折
部
に
か
け
て
筆
圧
を
加
え

る
こ
と
で
太
さ
が
一
気
に
増
し
た
横
線
と
な
る
。
そ
れ
ゆ
え
、転
折
部
の
横
線
は
「
た

め
お
り
」
は
細
く
長
く
、「
急
の
虵
形
折
」
は
太
く
短
く
な
る
傾
向
に
あ
る
。

こ
の
二
種
類
の
転
折
が
頻
繁
に
見
ら
れ
る
定
家
様
受
容
資
料
の
例
と
し
て
、
国
文

学
研
究
資
料
館
蔵
冷
泉
為
和
筆『
古
今
和
歌
集
』の
本
奥
書
一
頁
が
挙
げ
ら
れ
る（【
図

 

12
】
参
照
）。
た
だ
、こ
の
一
頁
を
見
渡
し
て
も
、「
急
の
虵
形
折
」
が
圧
倒
的
に
多
い
。

特
に「
旦
」「
見
」な
ど
の
大
き
な
転
折
部
に
用
い
ら
れ
て
い
る
。「
急
の
虵
形
折
」は
、

定
家
様
ら
し
さ
を
表
す
転
折
と
し
て
認
識
さ
れ
て
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

先
述
の
と
お
り
、「
急
の
虵
形
折
」
で
は
尖
っ
た
始
筆
か
ら
始
ま
る
短
い
横
画
と

な
る
傾
向
が
あ
り
、
加
え 

て
中
鋒
を
使
用
す
る
こ
と
に
よ
る
丸
み
を
帯
び
た
線
質
と

な
る
。
こ
こ
か
ら
蛇
の
形
に
見
立
て
ら
れ「
虵
形
」と
称
さ
れ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

こ
の
よ
う
に
文
字
の
一
部
分
を
生
物
に
例
え
る
こ
と
は
、
入
木
道
書
に
は
散
見
さ
れ

る
も
の
で
あ
り
、
類
例
と
し
て
国
文
学
研
究
資
料
館
蔵
田
安
徳
川
家
旧
蔵
本
『
世
尊

寺
新
製
七
十
二
点
并
字
形
十
箇
之
伝
』（
一
五
―
七
二
〇
）
が
挙
げ
ら
れ
る
（【
図

13
】
参
照
）。

ま
た
、
東
博
本
で
は
「
蛇
形
折
」
と
記
さ
れ
る
が
、「
地
形
折
」
と
記
さ
れ
る
伝

本
も
多
い
。
中
に
は
両
者
を
混
一
し
た
「
地
蛇
形
折
」
と
記
す
も
の
も
あ
る
。
お
そ

ら
く
「
む
し
へ
ん
」
と
「
つ
ち
へ
ん
」
で
は
行
草
体
の
字
形
が
酷
似
し
て
い
る
た
め
、

書
写
の
過
程
で
「
蛇
」
が
「
地
」
と
な
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
加
え
て
、
短
文
表
現
で

あ
る
が
ゆ
え
に
、
意
味
を
理
解
し
が
た
い
こ
と
も
誤
写
の
理
由
と
考
え
ら
れ
る
。
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図
12　

国
文
学
研
究
資
料
館
蔵
冷
泉
為
和
筆
『
古
今
和
歌
集
』 （
43
）

図
13　

国
文
学
研
究
資
料
館
蔵
『
世
尊
寺
新
製
七
十
二
点
并
字
形
十
箇
之
伝
』 （
44
）

図
11　

定
家
自
筆
「
京
（
本
文
中
は
「
亰
」）」
に
見
ら
れ
る
二
種
類
の
転
折
（
42
）

「
た
め
お
り
」

「
急
の
虵
形
折
」

国
文
研
本
Ａ

国
文
研
本
Ｂ

図
10　

国
文
研
本
Ａ
・
Ｂ
の
挿
図



243

福原真子  『定家卿筆道』の著述内容とその意義

32総研大文化科学研究 第20号（2024）（ ）

八　

打
立

〖
釈
文
〗
打
立

九
品
の
中
に
て
は
中
筆
に
う
ち
た
て
、
末
を
押
と
同
中
の
ふ
と
き
と
、
上
下
の
ま

き
う
ち
た
て
な
る
べ
し
。

〖
現
代
語
訳
〗
始
筆

線
幅
の
中
央
を
筆
の
穂
先
が
通
る
よ
う
に
し
て
筆
を
突
き
入
れ
書
き
始
め
、
筆
の

根
元
を
押
す
よ
う
に
線
の
内
側
か
ら
太
く
し
、
穂
先
は
包
み
込
む
よ
う
に
筆
を
立
て

る
べ
き
で
あ
る
。

〖
考
察
〗

「
九
品
」
と
は
、
仏
語
の
極
楽
往
生
す
る
こ
と
に
つ
い
て
の
九
等
級
の
階
級
か
ら

転
じ
て
、
人
物
や
和
歌
な
ど
九
等
に
段
階
把
握
す
る
こ
と
、
そ
の
把
握
さ
れ
た
も
の

の
こ
と
で
あ
る
。
上
中
下
の
三
品
を
更
に
そ
れ
ぞ
れ
上
中
下
に
分
け
て
九
品
と
す
る
。

こ
の
言
葉
は
当
時
の
芸
道
書
に
も
散
見
さ
れ
、
入
木
道
書
で
あ
る
『
麒
麟
抄
』
に
お

い
て
も
「
有
九
品
通
眞
草
行
」 （
45
）
等
、
記
載
が
数
か
所
見
ら
れ
る
。

ま
た
、
松
平
家
編
輯
部
『
松
平
不
昧
伝
』 （
46
）
で
は
、『
定
家
卿
筆
道
』
の
こ
の
「
九

品
」
の
記
載
に
つ
い
て
「
書
中
、
九
品
と
い
ふ
は
、
仏
語
に
あ
ら
ず
、
筆
道
尊
應
集

に
拠
る
に
、
真
の
真
行
草
の
三
品
と
、
行
の
真
行
草
の
三
品
と
、
草
の
真
行
草
の
三

品
と
を
併
称
す
る
も
の
に
し
て
、
持
明
院
流
の
本
伝
に
説
く
所
の
者
な
り
」
と
あ
る
。

持
明
院
流
の
資
料
と
し
て
、
国
文
学
研
究
資
料
館
蔵
田
安
徳
川
家
旧
蔵
本
『
持
明
院

数
能
志
起
紙
形
』（
一
五
―
六
九
〇
）
に
は
、
十
二
枚
の
色
紙
に
、
其
々
雛
形
を
示

し
た
も
の
が
あ
る
。
そ
の
う
ち
九
枚
に
「
上
品
上
生
」
等
、「
九
品
」
に
な
ぞ
ら
え

た
分
類
を
示
し
て
い
る
も
の
が
あ
る
。
こ
こ
で
の
「
九
品
の
中
」
も
九
種
の
う
ち
の

「
中
」
を
さ
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

「
打
立
」
と
は
「
う
つ
た
ち
」「
う
つ
た
て
」「
う
ち
た
て
」
と
読
み
、
物
事
に
取
り

か
か
る
こ
と
、
そ
の
初
め
の
段
階
・
箇
所
の
こ
と
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
書
き
始
め
、
始

筆
を
指
す
。「
中
筆
」
と
は
「
中
鋒
」
と
同
義
語
で
あ
る
と
考
え
る
。
つ
ま
り
、
穂
先

が
線
幅
の
中
央
を
通
る
書
法
を
指
し
て
い
る
。「
中
筆
に
う
ち
た
て
」「
上
下
の
ま
き
う

ち
た
て
」
の
「
打う
ち

立た

つ
」
と
は
、
先
の
と
が
っ
た
物
や
棒
状
の
物
を
他
の
物
の
中
に
突

き
入
れ
る
こ
と
で
あ
り
、
筆
管
が
垂
直
に
近
い
状
態
で
あ
る
「
直
筆
」
を
表
し
て
い
る

と
思
わ
れ
る
（
47
）。
つ
ま
り
点
画
の
書
き
始
め
は
「
中
鋒
」
で
「
直
筆
」
で
あ
る
こ
と

を
示
す
。
先
の
「
結
所
」・「
点
を
打
」・「
折
所
」（
う
ち
虵
形
折
）
で
見
ら
れ
る
よ
う
に
、

こ
の
始
筆
は
定
家
様
ら
し
い
点
画
を
書
く
際
、
前
提
と
な
る
こ
と
が
多
い
。

そ
し
て
「
末
」
と
は
、
一
続
き
の
物
の
端
の
部
分
を
指
し
、
こ
こ
で
は
筆
の
穂
に

お
け
る
端
の
根
元
部
分
を
指
し
て
い
る
。
太
さ
を
出
す
た
め
に
は
筆
の
根
元
を
押
す

よ
う
に
し
、
線
の
内
側
か
ら
太
く
す
る
旨
が
記
さ
れ
る
。
一
般
的
な
側
筆
で
は
、
穂

の
腹
を
使
う
こ
と
で
線
の
片
側
か
ら
太
く
な
る
と
こ
ろ
を
、
定
家
様
で
は
穂
先
が
線

の
中
央
を
通
る
ゆ
え
、
筆
圧
に
よ
り
内
側
か
ら
太
く
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
る
。

「
ま
く
」
と
は
、
巻
く
、
す
な
わ
ち
包
む
こ
と
で
あ
り
、「
上
下
の
ま
き
」
と
は
、

穂
先
が
横
線
の
上
下
、
つ
ま
り
線
幅
の
外
側
に
行
か
ぬ
よ
う
、
穂
先
を
包
み
込
む
よ

う
に
す
る
こ
と
を
示
す
（
48
）。

こ
の
記
載
か
ら
は
、
線
の
太
さ
と
始
筆
は
関
係
が
深
い
こ
と
が
窺
え
る
。
特
に
始
筆

直
後
に
筆
圧
を
か
け
て
太
さ
を
出
す
線
は
、
雫
形
の
よ
う
な
線
と
な
り
、
定
家
様
の
特

徴
が
顕
著
に
感
じ
ら
れ
る
。
東
博
本
と
国
文
研
本
Ａ
に
は
挿
図
は
な
い
が
、
国
文
研
本

Ｂ
の
挿
図
は
的
確
に
こ
れ
を
表
し
て
い
る
。
上
図
は
一
般
的
な
横
画
で
あ
り
、
下
図
が

こ
こ
で
説
明
さ
れ
て
い
る
始
筆
を
用
い
た
定
家
様
の
横
画
で
あ
る
（【
図
14
】
参
照
）。

だ
が
、
こ
の
始
筆
は
入
木
道
書
に
お
い
て
一
般
的
で
あ
る
と
は
言
い
難
い
。
同
じ

く
入
木
道
書
で
あ
る
国
文
学
研
究
資
料
館
蔵
田
安
徳
川
家
旧
蔵
本
『
初
心
覺
悟
記
』

（
一
五
―
七
五
〇
）、『
點
畫
法
秘
訣
』（
一
五
―
七
五
二
）
に
も
、
始
筆
に
関
し
て
図

版
を
伴
う
説
明
が
あ
る
（【
図
15
】
参
照
）。
両
書
共
に
横
画
の
「
一
」
の
文
字
を
書

く
場
合
、
書
き
始
め
の
穂
先
の
位
置
は
、
横
線
の
左
上
部
端
に
印
が
付
け
ら
れ
て
い

る
。
更
に
横
線
の
上
部
を
「
陽
」「
天
」、
下
部
を
「
陰
」「
地
」
と
称
す
る
こ
と
で
、

穂
先
で
書
か
れ
て
い
る
部
分
と
、
穂
の
腹
で
書
か
れ
て
い
る
部
分
と
の
違
い
を
明
確

に
し
て
い
る
。『
點
畫
法
秘
訣
』
に
関
し
て
は
、
様
々
な
点
画
の
図
に
、
穂
先
が
通

る
位
置
を
朱
で
記
し
て
あ
る
が
、
そ
れ
は
線
幅
の
端
を
通
っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
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多
く
の
入
木
道
書
で
は
、
穂
先
は
線
幅
の
端
を
通
る
こ
と
が
記
さ
れ
て
お
り
、
現
行

の
義
務
教
育
課
程
に
お
け
る
書
写
書
道
教
育
に
至
っ
て
も
同
様
で
あ
る
。
し
か
し
定

家
様
に
お
い
て
は
、
穂
先
は
線
の
中
央
を
通
る
中
鋒
で
書
き
始
め
る
こ
と
が
求
め
ら

れ
て
お
り
、
定
家
の
書
風
へ
と
つ
な
が
る
も
の
と
捉
え
る
。

定
家
自
筆
資
料
で
は
、『
更
級
日
記
』
題
字
の
「
更
」
一
〜
五
画
目
、「
日
」
全
画
（【
図

16
】
参
照
）、『
古
今
和
歌
集
』 （
49
）「
古
今
和
歌
集
巻
第
一
」
の 

「
古
」
一
・
三
〜
五
画

目
の
よ
う
に
頻
繁
に
用
い
ら
れ
る
。
定
家
様
受
容
資
料
と
し
て
、
慶
應
義
塾
大
学
蔵

『
三
十
六
歌
仙
色
紙
帖
』 （
50
）
の
為
満
の
書
、
京
都
国
立
博
物
館
蔵
『
源
氏
物
語
絵
色

紙
帖 

幻 

詞
冷
泉
為
頼
』
の
為
頼
の
書
（
51
）、
茶
入
「
藤
波
手
」
内
箱
裏
に
記
さ
れ

た
遠
州
筆
の
和
歌
（【
図
17
】
参
照
）
は
、
こ
の
用
筆
の
太
い
線
を
作
品
に
入
れ
る

こ
と
で
、
よ
り
定
家
様
ら
し
さ
を
印
象
的
に
表
現
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

図
14　

国
文
研
本
Ｂ
の
挿
図

図
15　

国
文
学
研
究
資
料
館
蔵
『
初
心
覺
悟
記
』・『
點
畫
法
秘
訣
』

『
初
心
覺
悟
記
』 （
52
）

『
點
畫
法
秘
訣
』 （
53
）
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九　

と
ま
り
は

〖
釈
文
〗
と
ま
り
は

は
ぬ
る
と
お
さ
む
る
と
二
な
る
べ
し
。

〖
現
代
語
訳
〗
終
筆
は

終
筆
は
撥
ね
る
か
穂
先
を
収
め
る
、
こ
の
二
種
類
で
あ
る
。

〖
考
察
〗

前
項
で
の
「
始
筆
」
に
対
し
、「
終
筆
」
つ
ま
り
点
画
の
書
き
終
わ
り
に
つ
い
て
、

「
は
ぬ
る
」「
お
さ
む
る
」
の
二
種
類
で
あ
る
と
す
る
。「
を
さ
む
（
本
文
中
は
「
お

さ
む
る
」）」
と
は
、
物
を
し
ま
い
込
む
こ
と
を
い
う
。
終
筆
に
お
い
て
、
穂
先
を
線

の
中
に
入
れ
て
し
ま
う
こ
と
、
つ
ま
り
「
止
め
」
を
指
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。

点
画
の
書
き
終
わ
り
の
形
と
し
て
は
、
現
代
に
至
る
ま
で
「
止
め
」「
は
ね
」「
は

ら
い
」
の
三
種
と
さ
れ
る
。
こ
こ
で
言
う
「
は
ぬ
る
」
は
「
は
ね
」
で
あ
り
、「
お

さ
む
る
」
は
「
止
め 

」
で
あ
る
。
本
来
な
ら
あ
る
べ
き
も
う
一
つ
の
終
筆
の
形
「
は

ら
い
」
は
書
か
れ
て
い
な
い
。

定
家
様
は
「
は
ら
い
」
が
用
い
ら
れ
る
こ
と
は
稀
で
あ
る
。
定
家
自
筆
資
料
で
は
、

終
筆
が
「
は
ら
い
」
と
な
る
こ
と
が
多
い
平
仮
名
「
し
」
の
字
形
に
お
い
て
も
、「
は

ぬ
る
」「
お
さ
む
る
」
の
ど
ち
ら
か
に
概
ね
当
て
は
ま
る
。
定
家
様
受
容
資
料
に
つ

い
て
も
同
様
で
あ
る（【
図
18
】参
照
）。
一
見「
は
ら
い
」で
あ
る
よ
う
に
見
え
て
も
、

最
後
は
穂
先
で
軽
く
止
め
て
い
る
。「
筆
つ
か
ひ
」の
項
で
述
べ
た
よ
う
な「
か
す
れ
」

が
見
ら
れ
な
い
一
因
と
も
思
わ
れ
る
。

ま
た
、
定
家
様
に
は
「
は
ね
」
が
多
い
。
意
識
的
に
は
ね
た
も
の
で
は
な
く
、
止

ま
っ
て
筆
を
上
げ
る
こ
と
に
よ
り
穂
先
が
出
た
も
の
で
、
向
き
も
様
々
で
あ
る
。
本

書
で
は「
挽
所
」の
項
に「
は
ぬ
る
よ
う
に
お
さ
む
る
也
」の
記
載
も
あ
る
。
加
え
て
、

国
文
研
本
Ａ
に
は
「
結
所
」
の
注
記
に
続
け
て
「
筆
の
納
は
こ
ゝ
ろ
を
残
し
て
は
ぬ

る
や
う
に
送
る
也
」
の
一
文
が
加
え
ら
れ
て
い
る
。
ま
さ
に
こ
の
終
筆
を
表
し
て
い

る
と
受
け
取
れ
る
。

終
筆
に
「
は
ら
い
」
が
見
ら
れ
な
い
理
由
と
し
て
、
定
家
様
で
は
一
文
字
一
文
字

図
16　

定
家
自
筆
『
更
級
日
記
』
題
字
（
54
）

図
17　

遠
州
自
筆
和
歌
（
55
）
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を
独
立
さ
せ
よ
う
と
す 

る
意
識
が
強
い
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。「
は
ら
い
」
は
連
綿

へ
と
続
く
意
識
が
強
く
、
あ
え
て
避
け
ら
れ
て
い
る
と
考
え
る
。

挿
図
に
つ
い
て
は
、
東
博
本
に
は
記
載
が
無
く
、
国
文
研
本
Ａ
・
Ｂ
の
記
載
（
国

文
研
本
Ａ
は
異
本
注
記
の
記
載
の
み
）
は
同
一
で
あ
る
。
両
本
の
挿
図
か
ら
、
同
様

に
理
解
さ
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
（【
図
19
】
参
照
）。

一
〇　

つ
ゝ
く
る
所

〖
釈
文
〗
つ
ゞ
く
る
所

お
ほ
む
ね
世
人
の
ふ
と
き
は
ほ
そ
く
、
ほ
そ
き
は
ふ
と
く
や
侍
ら
ん
。

〖
現
代
語
訳
〗
点
画
が
続
く
所

概
ね
世
の
中
の
人
が
太
く
す
る
所
を
細
く
、
細
く
す
る
所
を
太
く
す
る
の
が
よ
い

の
で
し
ょ
う
。（
57
）

〖
考
察
〗

「
つ
ゝ
く
る
所
」
と
「
文
字
の
位
」
は
、後
に
足
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

こ
の
二
項
目
は
、
東
博
本
等
の
原
態
に
近
い
と
思
わ
れ
る
伝
本
系
統
に
は
記
載
が
無

い
上
に
、
文
末
表
現
も
こ
れ
ま
で
の
九
項
目
と
異
な
っ
て
い
る
。
一
か
ら
九
ま
で
の

項
目
で
は
、
文
末
に
は
「
な
り
」「
べ
し
」
な
ど
を
使
用
し
、
文
章
を
閉
じ
て
い
る
。

し
か
し
「
つ
ゝ
く
る
所
」
で
は
「
侍
ら
ん
」
と
丁
寧
語
で
あ
る
の
に
対
し
、「
文
字

の
位
」
で
は
「
な
ら
し
め
よ
」
と
強
い
命
令
口
調
に
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
ま
で
の
文

末
の
よ
う
な
自
然
な
一
体
感
が
感
じ
ら
れ
な
い
。

図
18　

定
家
・
為
和
・
遠
州
筆
「
し
」
に
見
ら
れ
る
二
種
の
終
筆
（
56
）

「
お
さ
む
る
」

「
は
ぬ
る
」

定
家

為
和

遠
州

図
19　

国
文
研
本
Ａ
・
Ｂ
の
挿
図

国
文
研
本
Ａ

国
文
研
本
Ｂ
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内
容
も
こ
れ
以
降
の
記
述
は
文
字
構
成
の
仕
方
と
な
る
た
め
、
こ
の
二
項
目
は
後

に
加
え
ら
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
理
由
と
し
て
は
、
筆
の
使
い
方
と
、
文
字
の

部
分
的
な
点
画
の
書
き
方
だ
け
で
は
不
十
分
で
あ
っ
た
こ
と
、
定
家
様
を
書
く
上
で

点
画
を
組
み
合
わ
せ
て
い
く
結
構
（
58
）
の
重
要
性
を
後
世
の
人
が
認
識
し
た
こ
と
な

ど
が
考
え
ら
れ
る
。

「
つ
づ
く
」
の
語
彙
か
ら
は
連
綿
の
意
と
も
解
さ
れ
る
が
、
定
家
様
に
は
原
則
と

し
て
連
綿
が
な
く
、
ま
た
「
ふ
と
き
は
ほ
そ
く
、
ほ
そ
き
は
ふ
と
く
」
の
記
載
か
ら

連
綿
と
は
考
え
に
く
い
。「
つ
ゝ
く
る
所
」
の
「
続
く
」
と
は
、
別
個
の
も
の
を
直

接
つ
な
い
で
、
一
連
の
も
の
と
な
る
よ
う
に
す
る
こ
と
で
あ
り
、
文
字
の
パ
ー
ツ
で

あ
る
点
画
を
複
数
つ
な
ぐ
こ
と
で
、
一
つ
の
文
字
へ
と
構
成
さ
れ
る
こ
と
を
表
し
て

い
る
と
考
え
ら
れ
る
（
59
）。

定
家
様
の
特
徴
と
し
て
、
線
の
太
さ
の
差
を
際
立
た
せ
る
よ
う
な
構
成
が
挙
げ
ら

れ
る
。
何
処
に
太
細
を
作
り
文
字
を
構
成
す
べ
き
か
は
重
要
で
あ
り
、
そ
の
方
法
と

し
て
記
さ
れ
た
も
の
と
考
え
る
。
仮
名
に
お
け
る
「
回
り
」
と
称
さ
れ
る
円
転
部
は
、

こ
の
記
述
内
容
が
示
す
一
例
と
言
え
る
。
例
と
し
て
「
あ
」
の
文
字
で
示
す
。
定
家

は
文
字
の
左
側
を
太
く
強
調
し
、
そ
の
分
、
右
側
円
転
部
を
細
く
す
る
字
形
を
好
む
。

定
家
様
受
容
資
料
に
も
類
例
は
非
常
に
多
い（【
図
20
①
】参
照
）。
だ
が
一
般
的
に
は
、

右
回
転
で
円
を
書
く
と
、
円
転
部
右
上
か
ら
左
下
に
筆
を
下
ろ
し
て
く
る
際
に
筆
は

傾
き
や
す
い
。
ゆ
え
に
、
こ
の
部
分
が
筆
の
腹
に
よ
り
自
ず
と
太
く
な
る
傾
向
に
あ

る
（【
図
20
②
】
参
照
）。

定
家
様
は
直
筆
を
意
識
し
、筆
圧
に
よ
り
自
由
な
箇
所
で
太
さ
を
調
節
す
る
。
よ
っ

て
通
常
太
く
な
る
右
側
円
転
部
を
最
も
細
く
す
る
こ
と
が
容
易
に
で
き
る
。
こ
の
よ

う
な
字
形
は
、
稀
有
な
字
形
と
言
っ
て
も
過
言
で
は
な
く
、
独
創
性
が
高
く
印
象
に

残
る
。

一
一　

文
字
の
位

〖
釈
文
〗
文
字
の
位

右
を
ぐ
し
て
左
の
ご
と
く
な
ら
し
め
よ
。

〖
現
代
語
訳
〗
文
字
の
位

右
側
は
添
え
る
よ
う
に
し
、
左
側
の
一
部
と
な
る
よ
う
に
し
ろ
。（
62
）

〖
考
察
〗

前
項
の
「
つ
ゝ
く
る
所
」
と
同
様
、
文
字
構
成
に
つ
い
て
述
べ
て
お
り
、
後
世
に

追
加
さ
れ
た
記
述
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

「
文
字
の
位
」
と
は
、
一
文
字
の
な
か
に
お
け
る
位
で
あ
り
、
こ
の
場
合
は
右
部

と
左
部
の
優
位
関
係
を
示
し
て
い
る
。「
具
す
」
と
は
、
他
の
も
の
に
、
取
り
添
え

る
こ
と
で
あ
り
、
こ
こ
で
は
、
文
字
の
右
部
を
、
左
部
に
取
り
添
え
る
こ
と
を
指
す
。

「
な
ら
す
」
と
は
、
等
し
く
平
に
す
る
こ
と
、
ご
く
日
常
的
な
こ
と
の
よ
う
に
し
て

図
20　

平
仮
名
「
あ
」
に
見
ら
れ
る
円
転
部

②
一
般
的
な
「
あ
」
の
字
形
（
61
）

定
家

為
和

遠
州

①
定
家
・
為
和
・
遠
州
筆
「
あ
」 （
60
）
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し
ま
う
こ
と
で
あ
る
。
つ
ま
り
右
部
の
「
旁
」
は
、
主
で
あ
る
左
部
の
「
偏
」
に
添

え
る
よ
う
に
す
る
が
、
両
者
は
一
体
化
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
と
す
る
。

そ
し
て
、
定
家
様
で
の
左
部
が
優
位
と
な
る
文
字
構
成
と
は
、「
太
さ
」
を
左
部

に
取
り
入
れ
る
こ
と
と
考
え
る
。
先
の
「
つ
ゝ
く
る
所
」
で
取
り
上
げ
た
平
仮
名
に

お
け
る
円
転
部
も
、
そ
の
一
例
で
あ
ろ
う
。
さ
ら
に
文
字
が
連
な
る
行
と
し
て
み
る

と
、
そ
れ
は
顕
著
に
感
じ
ら
れ
る
。
例
え
ば
、
定
家
筆
『
更
級
日
記
』
奥
書
の
最
終

行
「
為
見
合
時
代
勘
付
旧
記
等
」
全
十
文
字
中
、
上
か
ら
七
文
字
は
、
全
て
左
側
に

太
さ
が
集
中
し
て
い
る
。
定
家
様
受
容
資
料
で
あ
る
冷
泉
為
和
筆
『
古
今
和
歌
集
』

奥
書
の
冒
頭
一
行
も
、
同
様
に
左
側
に
太
さ
は
集
中
す
る
（【
図
21
】
参
照
）。
一
文

字
の
中
で
の
左
右
の
面
積
の
差
や
、
大
小
の
差
で
は
な
く
、
左
右
で
太
さ
を
変
え
る

こ
と
に
よ
り
、「
右
を
左
に
具
す
」
と
い
う
構
成
と
な
る
と
考
え
る
。

こ
れ
は
全
体
と
し
て
見
た
時
、
左
に
重
心
が
偏
っ
て
い
る
は
ず
で
あ
る
の
に
、
さ

ほ
ど
違
和
感
は
な
い
。
そ
れ
が
こ
こ
で
言
う
「
な
ら
す
」
と
い
う
意
味
な
の
か
も
し

れ
な
い
。
た
だ
し
、
そ
の
要
因
を
分
析
す
る
な
ら
ば
、
字
形
が
扁
平
で
あ
る
こ
と
が

安
定
感
を
維
持
し
て
い
る
要
因
と
言
え
る
。

こ
の
定
家
の
書
風
に
つ
い
て
宮
崎
肇
氏
（
63
）
は
「
文
字
の
第
一
画
を
こ
と
さ
ら
強

く
打
ち
込
む
め
り
は
り
の
利
い
た
筆
法
に
よ
っ
て
、
文
字
の
偏
と
旁
の
対
比
が
よ
り

明
確
に
出
て
、
読
み
や
す
い
文
字
と
な
っ
て
い
る
」
と
指
摘
す
る
。
つ
ま
り
偏
と
旁

か
ら
成
る
文
字
で
は
、
必
然
的
に
第
一
画
が
あ
る
左
側
に
太
さ
を
持
つ
こ
と
に
な
る
。

こ
の
よ
う
に
第
一
画
を
太
く
す
る
行
為
は
、
連
綿
を
防
ぎ
一
文
字
ず
つ
の
境
界
を
明

確
に
し
て
、
読
み
や
す
さ
や
誤
写
の
防
止
へ
と
繋
が
っ
た
も
の
と
考
え
る
。
こ
れ
も

定
家
の
書
写
意
識
か
ら
書
風
が
生
じ
た
こ
と
を
裏
付
け
る
記
述
で
あ
る
。

お
わ
り
に

『
定
家
卿
筆
道
』
は
、
一
一
項
目
の
短
文
か
ら
な
る
小
さ
な
伝
書
で
あ
り
、
定
家

様
書
法
が
詳
細
に
語
ら
れ
る
わ
け
で
は
な
い
。
そ
れ
故
に
、
こ
れ
ま
で
記
載
内
容
に

つ
い
て
は
等
閑
視
さ
れ
て
き
た
感
が
あ
る
。
し
か
し
、
本
稿
で
示
し
た
よ
う
に
、『
定

家
卿
筆
道
』
の
著
述
内
容
は
、
具
体
的
な
書
法
が
示
さ
れ
て
お
り
、
か
つ
「
定
家
様
」

と
称
さ
れ
た
文
字
の
特
徴
を
表
現
す
る
た
め
の
一
定
の
有
効
性
を
持
つ
と
考
え
ら
れ

る
。
ゆ
え
に
近
世
期
の
人
々
が
定
家
様
の
書
記
法
を
ど
の
よ
う
に
捉
え
て
い
た
か
を

知
る
貴
重
な
資
料
で
あ
る
と
判
断
さ
れ
る
。

本
書
の
記
載
か
ら
、
定
家
様
を
書
写
す
る
た
め
の
書
法
を
捉
え
る
上
で
特
に
重
視

図
21　

定
家
・
為
和
の
奥
書
部
分
（
64
）

為
和

定
家
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し
て
い
た
と
思
わ
れ
る
こ
と
は
次
の
通
り
で
あ
る
。
ま
ず
、
直
筆
が
前
提
と
な
る
中

鋒
を
多
用
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
併
せ
て
筆
圧
に
も
注
目
し
て
い
る
。
こ
の
こ
と

は
連
綿
の
少
な
さ
な
ど
に
も
繋
が
る
が
、
中
で
も
中
鋒
と
筆
圧
に
よ
り
可
能
と
な
る

特
徴
的
な
太
い
線
は
、
定
家
様
ら
し
さ
を
表
す
効
果
的
な
書
記
法 

と
し
て
捉
え
ら
れ

て
い
る
。
末
尾
二
項
目
は
、
文
字
構
成
に
お
け
る
太
さ
の
重
要
性
に
視
点
を
置
い
て

い
る
と
も
受
け
取
れ
る
。
こ
の
二
点
は
後
に
補
足
さ
れ
た
記
述
で
あ
る
こ
と
か
ら
も
、

よ
り
必
要
と
さ
れ
て
い
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
（
65
）。

近
世
期
に
お
け
る
定
家
様
書
法
の
広
が
り
の
な
か
で
も
、
こ
う
し
た
点
が
同
様
に

重
視
さ
れ
て
い
た
こ
と
は
、
国
文
学
研
究
資
料
館
蔵
前
田
図
南
書
『
三
家
筆
法
消
息
』

（
ヤ
８
―
３
９
１
）
三
巻
三
冊
の
う
ち
の
一
冊
『
定
家
流
消
息
』
か
ら
も
わ
か
る
。

こ
の
書
物
は
、
消
息
文
・
い
ろ
は
歌
・
漢
数
字
の
手
本
が
、
近
衛
流
・
定
家
流
・
光

悦
流
の
筆
跡
で
記
さ
れ
た
模
刻
法
帖
で
、
元
禄
一
一
（
一
六
九
八
）
年
、
京
都
の
出

雲
寺
和
泉
掾
か
ら
出
版
さ
れ
た
。
同
一
筆
者
に
よ
る
書
き
分
け
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

各
書
流
の
特
徴
を
ど
の
よ
う
に
捉
え
て
い
た
か
が
比
較
で
き
る
。

こ
こ
で
の
定
家
様
は
、
漢
数
字
「
一
二
三
」
の
横
画
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
中
鋒

の
始
筆
で
一
気
に
筆
圧
を
か
け
る
こ
と
で
太
さ
が
生
ま
れ
る
線
を
多
用
す
る
。
そ
し

て
、
細
い
線
と
組
み
合
わ
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
目
を
引
く
よ
う
に
用
い
ら
れ
て
い

る
。
こ
の
太
い
線
に
よ
り
、
他
の
書
流
の
字
形
と
差
別
化
し
よ
う
と
す
る
意
識
が
顕

著
に
見
ら
れ
る
。
定
家
様
の
象
徴
的
な
書
法
と
し
て
捉
え
ら
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ

る
（【
図
22
】
参
照
） （
66
）。

ま
た
、『
定
家
卿
筆
道
』
は
短
文
の
や
や
抽
象
的
な
記
述
が
続
き
、
挿
図
に
も
説

明
は
付
さ
れ
な
い
と
い
う
特
徴
を
持
つ
。「
か
み
あ
た
り
」
に
記
し
た
誤
写
の
例
な

ど
か
ら
、
一
部
の
内
容
の
解
釈
に
混
乱
が
生
じ
て
い
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
り
、
ゆ

え
に
注
釈
や
挿
図
の
追
加
が
行
わ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
伝
本
の

存
在
が
、
後
世
に
お
い
て
不
可
解
な
も
の
と
し
て
扱
わ
れ
る
原
因
と
も
な
っ
た
よ
う

に
思
わ
れ
る
。

そ
し
て
、
本
文
内
容
は
筆
法
に
特
化
し
て
お
り
、
道
理
な
ど
の
概
念
的
な
要
素
は

希
薄
で
、
近
世
期
の
入
木
道
書
に
散
見
さ
れ
る
よ
う
な
系
譜
等
も
一
切
記
さ
れ
る
こ

と
は
な
い
。
こ
れ
ま
で
の
文
献
調
査
に
よ
る
本
書
の
伝
播
経
緯
を
併
せ
て
考
え
る
と
、

や
や
異
質
な
入
木
道
書
で
あ
る
。
そ
う
し
た
本
書
か
ら
見
え
る
近
世
期
に
お
け
る
定

家
様
受
容
の
解
明
に
つ
い
て
は
、
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。

図
22　
『
三
家
筆
法
消
息
』
に
見
ら
れ
る
近
衛
流
・
定
家
流
・
光
悦
流
の
筆
跡
（
67
）

光
悦
流

定
家
流

近
衛
流
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注（
１
） 『
特
別
展
「
定
家
様
」』（
五
島
美
術
館
、
一
九
八
七
年
）
一
三
三
頁
。

（
２
） 『
続
群
書
類
従
』
の
底
本
⑪
宮
内
庁
書
陵
部
蔵
『
定
家
卿
筆
諫
口
訣
』
の
跋
文

に
は
署
名
が
な
い
が
、
そ
の
も
と
と
な
っ
た
⑩
国
文
学
研
究
資
料
館
蔵
『
定
家

卿
筆
諫
口
訣
』
に
は
、
末
尾
に
岡
本
保
考
の
署
名
が
あ
る
。
詳
細
に
つ
い
て
は
、

拙
稿
「『
定
家
卿
筆
道
』
伝
本
考　

付
校
本
」（『
総
研
大
文
化
科
学
研
究　

第

一
九
号
』
総
合
研
究
大
学
院
大
学
、
二
〇
二
三
年
三
月
）
を
参
照
さ
れ
た
い
。

（
３
） 

小
松
茂
美
「
定
家
の
尊
重
と
定
家
様
」（『
日
本
書
流
全
史
（
上
）』
講
談
社
、

一
九
七
〇
年
）
六
〇
一
―
六
〇
三
頁
。

（
４
） 

春
名
好
重
「
藤
原
定
家
」（『
墨
美　

第
一
二
九
号　

藤
原
定
家
』
墨
美
社
、

一
九
六
三
年
）
二
九
頁
。

（
５
） 

東
博
本
の
翻
刻
に
あ
た
り
、宮
﨑
肇
「
東
京
国
立
博
物
館
『
定
家
筆
道
』
の
紹
介
」

（『
明
月
記
研
究
一
二
号
』
明
月
記
研
究
会
、
二
〇
一
〇
年
一
月
）
二
〇
四
―

二
〇
七
頁
を
参
照
し
た
。
た
だ
し
、
以
下
四
点
に
関
し
て
は
、
画
像
の
見
直
し
、

校
本
の
内
容
に
よ
り
変
更
し
た
。「
結
所
」
に
お
け
る
「
ゆ
る
め
す
も
さ
き
を
」

は
「
ゆ
る
め
す
毛
さ
き
を
」
と
す
る
。
他
本
は
「
も
」
で
な
く
「
毛
」
と
し
て

お
り
、
内
容
上
か
ら
も
「
毛
」
と
読
む
方
が
妥
当
と
思
わ
れ
る
。「
挽
所
」
に

お
け
る
「
ゆ
る
〳
〵
」
に
つ
い
て
も
、「
ゆ
ら
〳
〵
」
と
す
る
。
国
立
博
物
館

所
蔵
品
統
合
検
索
シ
ス
テ
ムC

olB
ase

（https://colbase.nich.go.jp

）
に
て
公

開
さ
れ
て
い
る
画
像
を
拡
大
し
て
確
認
し
た
結
果
と
、
校
本
に
よ
る
判
断
で
あ

る
。
ま
た
、「
挽
所
」・「
点
を
打
」
に
あ
る
二
か
所
の
「
は
ね
る
」
は
「
は
ぬ
る
」

と
す
る
。
こ
れ
も
画
像
の
再
確
認
と
校
本
の
内
容
に
よ
り
判
断
し
た
。

（
６
） 

宮
﨑
肇
「
東
京
国
立
博
物
館
『
定
家
筆
道
』
の
紹
介
」
で
は
、
挿
図
は
省
略
さ

れ
て
い
る
。
ま
た
、
小
松
茂
美
「
定
家
の
尊
重
と
定
家
様
」
で
は
小
松
架
蔵
本

が
翻
刻
さ
れ
て
い
る
が
、
挿
図
は
省
略
さ
れ
て
い
る
。

（
７
） 

東
博
本
に
記
載
さ
れ
る
四
項
目
の
挿
図
に
つ
い
て
は
、
国
立
博
物
館
所
蔵
品
統

合
検
索
シ
ス
テ
ムC

olB
ase

（https://colbase.nich.go.jp

）よ
り
転
載
し
た
。尚
、

付
加
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
二
項
目
に
つ
い
て
は
、
全
て
の
伝
本
で
挿
図
は
記

載
さ
れ
な
い
。

（
８
） 

底
本
の
採
択
理
由
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「『
定
家
卿
筆
道
』
伝
本
考　

付
校
本
」

を
参
照
さ
れ
た
い
。

（
９
） 

冷
泉
家
時
雨
亭
文
庫
蔵
『
古
今
和
歌
集
嘉
禄
二
年
本
』
に
つ
い
て
は
、
冷
泉
家

時
雨
亭
文
庫
『
第
二
巻　

古
今
和
歌
集
嘉
禄
二
年
本　

古
今
和
歌
集
貞
応
二
年

本
』（
朝
日
新
聞
社
、
一
九
九
四
年
）
参
照
。『
拾
遺
愚
草
』
に
つ
い
て
は
、
冷

泉
家
時
雨
亭
文
庫『
第
八
巻　

拾
遺
愚
草
上
中
』（
朝
日
新
聞
社
、一
九
九
四
年
）、

冷
泉
家
時
雨
亭
文
庫
『
第
九
巻　

拾
遺
愚
草
下　

拾
遺
愚
草
員
外　

俊
成
定
家

詠
草　

古
筆
断
簡
』（
朝
日
新
聞
社
、
一
九
九
五
年
）
参
照
。

（
10
） 『
更
級
日
記
』
に
つ
い
て
は
、『
日
本
名
筆
選
四
三　

更
級
日
記　

藤
原
定
家
筆
』

（
二
玄
社
、
二
〇
〇
四
年
）
よ
り
図
版
転
載
し
た
（
以
下
同
）。

（
11
） 

定
家
自
筆
資
料
に
関
し
て
、『
拾
遺
愚
草
』
に
つ
い
て
は
藤
本
孝
一
「
藤
原
定

家
自
筆
本
『
拾
遺
愚
草
』
の
書
誌
的
研
究
」（『
京
都
文
化
博
物
館
研
究
紀
要　

朱
雀　

第
八
集
』
京
都
文
化
博
物
館
、
一
九
九
五
年
）、『
更
級
日
記
』
に
つ
い

て
は
家
入
博
徳
『
中
世
書
写
論
』（
勉
誠
出
版
、
二
〇
一
〇
年
）
に
よ
っ
て
、
定

家
監
督
下
で
定
家
様
を
能
く
す
る
右
筆
に
よ
る
書
写
本
で
あ
る
こ
と
が
示
さ
れ

て
い
る
。
定
家
自
筆
か
否
か
に
つ
い
て
は
賛
否
両
論
が
あ
り
、
即
時
の
判
断
は

難
し
い
。
だ
が
、
定
家
監
督
書
写
本
で
あ
っ
て
も
、
定
家
の
書
風
を
直
接
汲
ん

だ
同
時
代
の
定
家
様
の
事
例
と
し
て
、
本
稿
に
お
け
る
考
察
で
は
、
資
料
と
し

て
利
用
で
き
る
と
判
断
し
た
。

（
12
） 

冷
泉
為
和
（
一
四
八
六
―
一
五
四
九
）、
冷
泉
為
満
（
一
五
五
九
―
一
六
一
九
）、

冷
泉
為
頼
（
一
五
九
二
―
一
六
二
七
）
に
よ
っ
て
記
さ
れ
た
定
家
様
の
筆
跡
を

参
照
し
た
。
為
和
・
為
満
・
為
頼
は
中
世
末
期
か
ら
近
世
初
期
に
か
け
て
定
家

様
を
能
く
し
た
人
物
と
し
て
知
ら
れ
、
為
満
・
為
頼
は
、
本
書
成
立
と
深
い
関

わ
り
が
考
え
ら
れ
る
遠
州
の
歌
道
の
師
で
あ
る
。
作
品
に
つ
い
て
は
、
必
要
に

応
じ
て
本
文
中
に
出
典
を
明
示
す
る
。

（
13
） 

小
堀
遠
州
に
よ
る
自
筆
資
料
は
、
高
橋
義
雄
編
『
大
正
名
器
鑑
』（
大
正
名
器

鑑
編
纂
所
、
一
九
二
一
年
）
よ
り
図
版
転
載
し
た
（
以
下
同
）。

（
14
） 

国
文
研
本
Ａ
は
、
国
文
学
研
究
資
料
館
「
国
書
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
」（https://doi.

org/10.20730/200023343

）C
C

 B
Y-SA

 4.0 D
E

E
D

、国
文
研
本
Ｂ
は
、同
デ
ー

タ
ベ
ー
ス
（https://doi.org/10.20730/200023342

）C
C

 B
Y-SA

 4.0 D
E

E
D

よ
り
図
版
転
載
。

（
15
） 
筆
を
傾
け
て
書
く
こ
と
で
あ
り
、
用
筆
法
の
一
つ
。

（
16
） 

筆
を
垂
直
に
立
て
て
書
く
こ
と
で
あ
り
、
用
筆
法
の
一
つ
。
側
筆
の
対
語
と
さ

れ
る
。

（
17
） 

国
文
学
研
究
資
料
館
蔵
田
安
徳
川
家
旧
蔵
本
『
入
木
初
学
式　

三
十
六
法
』

（
一
五
―
七
一
四
）
合
写
の
う
ち
『
入
木
初
学
式
』
引
用
。
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（
18
） 

か
す
れ
た
線
の
こ
と
。
対
語
は
、
墨
を
多
く
含
ん
で
い
る
こ
と
を
表
す
潤
筆
。

（
19
） 

名
児
耶
明
「
定
家
様
と
は
何
か
」（『
京
都
産
業
大
学
日
本
文
化
研
究
所
紀
要　

第
一
四
号
』
京
都
産
業
大
学
日
本
文
化
研
究
所
、
二
〇
〇
九
年
）
一
三
五
頁
。

（
20
） 
森
岡
隆
・
中
島
旭
堂
・
横
山
煌
平
『
季
刊
墨
ス
ペ
シ
ャ
ル
第
一
七
号　

か
な
創

作
入
門
』（
美
術
出
版
社
、
一
九
九
三
年
）
で
は
、
定
家
様
の
倣
書
に
あ
た
り
理

解
す
べ
き
書
風
の
一
つ
と
し
て
、
渇
筆
が
少
な
い
墨
法
で
あ
る
こ
と
が
挙
げ
ら
れ

て
い
る
。

（
21
） 

全
て
の
伝
本
に
お
い
て
「
を
し
」
が
連
綿
で
記
さ
れ
て
お
り
、「
を
」
が
助
詞

で
な
く
、
下
の
文
字
と
一
連
の
動
詞
で
あ
る
こ
と
を
明
確
に
し
た
か
っ
た
可
能

性
が
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
こ
の
表
記
か
ら
は
、
定
家
仮
名
遣
を
用
い
て
い
る

と
も
考
え
ら
れ
る
。

（
22
） 『
時
代
別
国
語
大
辞
典　

室
町
時
代
編
二
』（
三
省
堂
、一
九
八
九
年
）四
〇
〇
頁
。

（
23
） 『
角
川
古
語
大
辞
典　

第
五
巻
』（
角
川
書
店
、
一
九
九
九
年
）
一
一
三
頁
。

（
24
） 『
群
書
類
従
・
第
二
十
八
輯　

雑
部
』（
続
群
書
類
従
完
成
会
、
一
九
八
二
年
）

一
六
〇
頁
。

（
25
） 

前
掲
注
（
24
）、
一
五
一
頁
。

（
26
） 

国
文
学
研
究
資
料
館
「
国
書
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
」（https://doi.org/10.20730/

100269984

）C
C

 B
Y-SA

 4.0 D
E

E
D

参
照
。

（
27
） 

宮
内
庁「
宮
内
庁
書
陵
部
所
蔵
資
料
目
録
・
画
像
公
開
シ
ス
テ
ム
」ギ
ャ
ラ
リ
ー

一
覧
（https://shoryobu.kunaicho.go.jp/G

allery

）
参
照
。

（
28
） 『
時
代
別
国
語
大
辞
典　

室
町
時
代
編
一
』（
三
省
堂
、
一
九
八
五
年
）
で
は
、

八
種
の
意
味
が
挙
げ
ら
れ
る
。
う
ち
三
点
は
、
裏
と
表
と
は
一
貫
す
る
も
の
、

ま
た
は
相
補
う
同
類
の
関
係
で
あ
る
と
し
、
残
り
五
点
は
、
相
対
す
る
立
場
に

あ
る
正
反
対
の
関
係
に
あ
る
と
す
る
。
つ
ま
り
、
室
町
期
に
お
い
て
は
全
く
異

な
る
二
種
類
の
意
味
が
共
存
し
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
『
角
川
古
語
大
辞
典　

第
一
巻
』（
角
川
書
店
、
一
九
八
二
年
）
で
は
三
種
の
意
味
が
挙
げ
ら
れ
、
そ

の
全
て
が
後
者
の
相
対
す
る
関
係
を
意
味
し
、
前
者
の
意
味
は
消
え
失
せ
る
。

（
29
） 

自
筆
本
に
つ
い
て
は
、
注
（
10
）
よ
り
図
版
転
載
。
模
写
本
に
つ
い
て
は
、
注

（
26
）
よ
り
図
版
転
載
。

（
30
） 

冷
泉
為
和
に
よ
る
自
筆
資
料
は
、
国
文
学
研
究
資
料
館
蔵
冷
泉
為
和
筆
『
古
今

和
歌
集
』
を
国
文
学
研
究
資
料
館
「
国
書
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
」（https://doi.org/
10.20730/200003050

）C
C

 B
Y-SA

 4.0 D
E

E
D

よ
り
、図
版
転
載
し
た
（
以
下
、

為
和
自
筆
資
料
に
つ
い
て
は
同
じ
）。

（
31
） 

筆
の
穂
先
が
一
画
の
中
央
を
通
っ
て
い
く
用
筆
法
。

（
32
） 

起
筆
の
際
、
穂
先
が
線
の
外
側
に
現
れ
る
用
筆
法
。

（
33
） 

現
行
の
義
務
教
育
課
程
の
書
写
書
道
教
育
に
お
い
て
も
、
穂
先
の
位
置
が
結
び

の
形
と
直
結
す
る
こ
と
は
言
及
さ
れ
て
い
る
。

（
34
） 

以
降
、
定
家
・
為
和
・
遠
州
に
よ
る
筆
跡
の
図
版
部
分
転
載
は
以
下
の
通
り
。

定
家
自
筆
資
料
は
注
（
10
）、
為
和
自
筆
資
料
は
注
（
30
）、
遠
州
自
筆
資
料
は

注
（
13
）
と
同
じ
。

（
35
） 

他
本
の
記
載
か
ら
も
、「
ひ
つ
と
て
」
と
は
、「
ひ
つ
と
り
て
」
の
「
り
」
が
脱

字
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

（
36
） 

以
降
、
言
葉
の
意
味
は
、
三
省
堂
『
時
代
別
国
語
大
辞
典　

室
町
時
代
編
』
に

よ
る
。

（
37
） 

遠
州
に
つ
い
て
は
、「
定
家
の
筆
触
の
揺
れ
を
真
似
ん
と
試
み
て
い
る
」
と
し
て
、

石
川
九
楊
編
『
書
の
宇
宙
19　

変
相
の
様
式　

流
儀
書
道
』（
二
玄
社
、

一
九
九
九
年
）
に
実
例
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。

（
38
） 

前
掲
注
（
10
）
に
同
じ
。

（
39
） 

前
掲
注
（
30
）・（
13
）
第
五
編
下
編
「
御
裳
濯
川
」
よ
り
図
版
転
載
。

（
40
） 

国
立
博
物
館
所
蔵
品
統
合
検
索
シ
ス
テ
ムC

olB
ase

（https://colbase.nich.
go.jp

）
よ 

り
図
版
転
載
。

（
41
） 

前
掲
注
（
34
）
に
同
じ
。

（
42
） 

前
掲
注
（
10
）
に
同
じ
。

（
43
） 

前
掲
注
（
30
）
に
同
じ
。

（
44
） 

国
文
学
研
究
資
料
館
「
国
書
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
」（https://doi.org/10.20730/

200023804

）C
C

 B
Y-SA

 4.0 D
E

E
D

よ
り
、
図
版
転
載
。

（
45
） 

図
書
刊
行
会
編
『
日
本
書
画
苑
第
一
』（
国
書
刊
行
会
、一
九
一
九
年
） 

一
四
頁
。

『
麒
麟
抄
』
は
南
北
朝
時
代
頃
の
成
立
と
さ
れ
、
著
者
は
不
明
で
あ
る
。
著
述

方
法
は
、
著
者
が
伝
空
海
と
さ
れ
る
ほ
ど
密
教
的
色
彩
が
強
く
、「
九
品
」
も

こ
の
論
述
方
法
の
一
つ
で
あ
る
。
加
え
て
小
松
茂
美
「
定
家
の
尊
重
と
定
家
様
」

『
日
本
書
流
全
史
（
上
）』
は
、『
定
家
卿
筆
道
』
に
つ
い
て
「
文
体
が
、
南
北

朝
時
代
こ
ろ
に
成
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
『
麒
麟
抄
』
な
ど
に
酷
似
す
る
」
と
指

摘
す
る
。
成
立
時
に
『
麒
麟
抄
』
の
よ
う
な
も
の
を
参
考
に
し
た
可
能
性
も
考

え
ら
れ
る
。

（
46
） 

松
平
家
編
輯
部
『
松
平
不
昧
傳
』（
慶
文
堂
書
店
、
一
九
一
八
年
）
一
〇
八
―

一
一
三
頁
。
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（
47
） 「
打う
ち

立た

つ
」
は
先
に
挙
げ
た
「
物
事
に
取
り
か
か
る
」
意
味
で
あ
る
「
う
つ
た
ち
」

の
動
詞
「
う
つ
た
つ
」
と
同
じ
漢
字
を
あ
て
る
が
、
意
味
が
異
な
る
。

（
48
） 
た
だ
し
、
縦
画
の
上
下
と
捉
え
た
場
合
、「
蔵
鋒
」
を
意
味
す
る
と
も
受
け
取

れ
る
。
こ
の
技
法
は
、
隷
書
体
や
篆
書
体
で
使
用
さ
れ
る
も
の
で
、
始
筆
の
際

に
進
行
方
向
と
は
逆
の
方
向
か
ら
穂
先
を
入
れ
る
。
穂
先
を
内
側
に
包
み
込
む

よ
う
に
し
て
、
線
の
外
側
に
出
さ
な
い
用
筆
法
で
あ
る
。
同
様
に
直
筆
・
中
鋒

を
用
い
る
。

（
49
） 

冷
泉
家
時
雨
亭
文
庫
編
『
冷
泉
家
時
雨
亭
叢
書
第
二
巻　

古
今
和
歌
集
嘉
禄
二

年
本　

古
今
和
歌
集
貞
応
二
年
本
』（
朝
日
新
聞
社
、
一
九
九
四
年
）
参
照
。

（
50
） 

慶
應
義
塾
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
・
コ
モ
ン
ズ
（https://objecthub.keio.ac.jp/

object/1739

）
参
照
。

（
51
） 

京
都
国
立
博
物
館
所
蔵
品
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
（ttps://syuw

eb.kyohaku.go.jp

）

参
照
。

（
52
） 

国
文
学
研
究
資
料
館
「
国
書
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
」（https://doi.org/10.20730/

200023831

）C
C

 B
Y-SA

 4.0 D
E

E
D

よ
り
、
図
版
転
載
。

（
53
） 

国
文
学
研
究
資
料
館
「
国
書
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
」（https://doi.org/10.20730/

200023839

）C
C

 B
Y-SA

 4.0 D
E

E
D

よ
り
、
図
版
転
載
。

（
54
） 

前
掲
注
（
10
）
に
同
じ
。

（
55
） 

前
掲
注
（
13
）
第
四
編
下
編
「
藤
波
」
よ
り
図
版
転
載
。

（
56
） 

前
掲
注
（
34
）
に
同
じ
。

（
57
） 

文
末
表
現
は
、「
侍
ら
ん
」
の
記
載
に
従
っ
た
。

（
58
） 

文
字
に
お
け
る
点
画
の
組
み
立
て
方
、
形
の
と
り
方
の
こ
と
。

（
59
） 

本
項
と
次
項
は
、
成
立
時
の
記
述
に
追
加
さ
れ
た
項
目
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

「
つ
ゝ
く
る
」
と
は
既
に
書
か
れ
て
い
た
前
文
に
、
後
か
ら
続
け
て
書
い
た
所
、

つ
ま
り
後
に
付
け
加
え
た
箇
所
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
可
能
性
も
あ
る
。

ま
た
、
⑬
名
古
屋
市
蓬
左
文
庫
蔵
『
筆
道
之
書
』（
１
６
２
―
１
３
）
に
は
「
續

る
所
」
と
漢
字
で
記
載
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
、「
続
く
」
で
あ
る
と
は
思

わ
れ
る
が
、「
綴つ
づ
く
る
」
の
可
能
性
も
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
場
合
、
言
葉
を
連
ね

て
詩
歌
・
文
章
に
仕 

立
て
る
こ
と
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
文
字
が
連
な
る
場
合
を

指
す
こ
と
に
な
る
が
、
同
様
の
内
容
解
釈
で
も
可
能
で
あ
ろ
う
。

（
60
） 

前
掲
注
（
34
）
に
同
じ
。

（
61
） 『
日
本
名
筆
選
一
九　

関
戸
本
古
今
集　

伝
藤
原
行
成
筆
』（
二
玄
社
、

二
〇
一
六
年
）
よ
り
図
版
部
分
転
載
。

（
62
） 

文
末
表
現
は
、「
な
ら
し
め
よ
」
の
記
載
に
従
っ
た
。

（
63
） 

注
（
６
） 

掲
出
論
文
、
二
〇
五
頁
。

（
64
） 

前
掲
注
（
10
）・（
30
）
に
同
じ
。

（
65
） 

定
家
様
で
記
さ
れ
た
伝
本
の
な
か
に
は
、
太
い
線
に
加
筆
が
認
め
ら
れ
る
も
の

や
、
太
い
線
の
み
が
双
鉤
填
墨
に
よ
っ
て
書
か
れ
た
も
の
が
あ
る
。
太
さ
に
は
、

特
別
な
注
意
が
払
わ
れ
て
い
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

（
66
） 『
三
家
筆
法
消
息
』
は
肉
筆
で
は
な
い
も
の
の
、
本
稿
に
お
け
る
定
家
様
の
太

さ
に
関
す
る
考
察
で
は
、
十
分
な
資
料
で
あ
る
と
判
断
す
る
。

（
67
） 

国
文
学
研
究
資
料
館
蔵
『
三
家
筆
法
消
息
』（
ヤ
８
―
３
９
１
）
よ
り
図
版
転
載
。

二
〇
二
三
年
九
月
二
九
日　

受
付

二
〇
二
三
年
一
二
月
七
日　

採
択
決
定


